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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　データラインとスキャンラインの交差部毎に形成されて電流により駆動される発光セル
を含む画素と、
　前記発光セルに印可される電流を一時的に大きく高めるための電流制御部と、
　前記電流制御部にデータ信号を供給するデータドライバと、
　前記発光セルに供給される電流を制御する発光セルの制御部と、
　前記データドライバに前記データ信号を供給して、第１乃至第６選択信号とプリチャー
ジング選択信号とプリチャージングエネーブル信号とを発生するタイミング制御部とを具
備し、
　前記電流制御部は、前記データドライバと前記データラインに接続された複数の電流サ
ンプルホルダ部と、前記データラインにプリチャージング電流を供給する、電圧供給ライ
ンとデータラインのそれぞれの間に接続されたプリチャージング電流供給部とを具備し、
　前記複数の電流サンプルホルダ部のそれぞれは、
　スキャンパルスがＮ番目（Ｎは自然数）のスキャンラインに供給される毎に前記データ
ラインに供給されるデータ信号をサンプリングして貯蔵する、前記データドライバの出力
ラインに共通に接続された第１乃至第３サンプルホルダを有する第１サンプルホルダ部と
、
　スキャンパルスがＮ＋１番目のスキャンラインに供給される毎に前記データラインに供
給されるデータ信号をサンプリングして貯蔵する、前記データドライバの出力ラインに共
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通に接続された第４乃至第６サンプルホルダを有する第２サンプルホルダ部と、
　前記プリチャージング選択信号に応動して前記第１又は第２サンプルホルダ部の出力ラ
インのそれぞれを選択的に前記データラインに接続する、前記第１及び第２サンプルホル
ダ部と前記データラインとに接続されたＭＵＸアレイとを具備し、
　前記第１乃至第３サンプルホルダが前記第１乃至第３選択信号に応動して順次駆動され
、そして前記第４乃至第６サンプルホルダが前記第４乃至第６選択信号に応動して順次駆
動され、
　前記第１サンプルホルダ部は、前記スキャンパルスが前記Ｎ番目のスキャンラインに供
給される毎にサンプリングされて貯蔵された前記データ信号を利用して前記プリチャージ
ングエネーブル信号を供給する間に、前記プリチャージング電流の供給部からの電流を基
底電圧源にシンクさせ、前記発光セルに供給される電流を一時的に大きく増加させるもの
であり、そして、
　前記第２サンプルホルダ部は、前記スキャンパルスが前記Ｎ＋１番目のスキャンライン
に供給される毎にサンプリングされて貯蔵された前記データ信号を利用して前記プリチャ
ージングエネーブル信号を供給する間に、前記プリチャージング電流の供給部からの電流
を前記基底電圧源にシンクさせ、前記発光セルに供給される電流を一時的に大きく増加さ
せることを特徴とするエレクトロルミネセンスの表示装置。
【請求項２】
　前記第１及び第６サンプルホルダのそれぞれは、
　前記データドライバの出力ラインと基底電圧源及び前記ＭＵＸアレイに接続されて前記
データ信号をサンプリングして貯蔵されるサンプリング部と、
　前記データドライバの出力ラインと前記サンプリング部の間に接続されて前記第１乃至
第６選択信号の中のいずれか一つにより、スイッチングされる第１選択スイッチと、
　前記第１選択スイッチと前記サンプリング部の間のノードと前記サンプリング部の間に
接続されて前記第１選択スイッチに供給される前記選択信号により、スイッチングされる
第２選択スイッチと、
　前記サンプリング部と前記ＭＵＸアレイに接続された出力ラインに接続されて前記プリ
チャージングエネーブル信号により、スイッチングされる第３選択スイッチとを具備する
ことを特徴とする請求項１記載のエレクトロルミネセンスの表示装置。
【請求項３】
　前記サンプリング部は、
　前記第１選択スイッチと前記基底電圧源との間に接続された第１サンプリングトランジ
スタスイッチと、
　前記第１サンプリングトランジスタスイッチのゲート端子と前記基底電圧源と前記第３
選択スイッチとに接続された第２サンプリングトランジスタスイッチと、
　前記第１及び第２サンプリングトランジスタスイッチのそれぞれのゲート端子と基底電
圧源との間に接続された、前記データ信号を貯蔵するサンプリングキャパシターと、
　前記第１及び第２サンプリングトランジスタスイッチのそれぞれと前記基底電圧源と前
記ＭＵＸアレイに接続された出力ラインとに接続された第３サンプリングトランジスタス
イッチとを具備することを特徴とする請求項２記載のエレクトロルミネセンスの表示装置
。
【請求項４】
　前記第２サンプリングトランジスタスイッチの大きさは前記第１及び第３サンプリング
トランジスタスイッチより相対的に大きいことを特徴とする請求項３記載のエレクトロル
ミネセンスの表示装置。
【請求項５】
　前記プリチャージング電流供給部のそれぞれは、
　前記電圧供給源と前記データラインの間に接続されて前記プリチャージングエネーブル
信号により、スイッチングされる電流切換スイッチと、
　前記電流切換スイッチと前記電圧供給ラインの間に接続されるダイオード型電流供給ス
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イッチとを具備することを特徴とする請求項１記載のエレクトロルミネセンスの表示装置
。
【請求項６】
　前記画素のそれぞれは、
　電圧供給源と前記発光セルの間に接続される駆動薄膜トランジスタと、
　前記スキャンラインと前記データラインに接続される第１スイッチング薄膜トランジス
タと、
　前記電圧供給源と駆動薄膜トランジスタと前記第１スイッチング薄膜トランジスタに接
続されて前記駆動薄膜トランジスタと電流ミラーを形成する変換薄膜トランジスタと、
　前記変換及び駆動薄膜トランジスタのゲート端子前記電圧供給源の間に接続されるスト
レージキャパシターと、
　前記変換及び駆動薄膜トランジスタのゲート端子と前記スキャンライン及び前記第１ス
イッチング薄膜トランジスタに接続される第２スイッチング薄膜トランジスタとを具備す
ることを特徴とする請求項５記載のエレクトロルミネセンスの表示装置。
【請求項７】
　前記ダイオード型電流供給スイッチの大きさは前記変換薄膜トランジスタより相対的に
大きいことを特徴とする請求項６記載のエレクトロルミネセンスの表示装置。
【請求項８】
　前記ＭＵＸアレイは前記プリチャージング選択信号につれてＮ番目のスキャンラインに
スキャンパルスが印加される期間に前記第２サンプルホルダ部を前記データラインに接続
させて、Ｎ＋１番目のスキャンラインにスキャンパルスが印加される期間に前記第１サン
プルホルダ部を前記データラインに接続させることを特徴とする請求項１記載のエレクト
ロルミネセンスの表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はエレクトロルミネセンスの表示装置及びその駆動方法に関するもので、特に画
素の駆動電流を一時的に大きくしてプリチャージング（Ｐｒｅｃｈａｒｇｉｎｇ）するこ
とで画素の駆動時間を減少させることができるようにしたエレクトロルミネセンスの表示
装置及びその駆動方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　最近、陰極線管（Ｃａｔｈｏｄｅ　Ｒａｙ　Ｔｕｂｅ）の短所である重さと嵩を減らす
ことができる各種の平板表示装置が開発されている。このような平板表示装置としては液
晶表示装置（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）、電界放出表示装置（Ｆ
ｉｅｌｄ　Ｅｍｉｓｓｉｏｎ　Ｄｉｓｐｌａｙ）、プラズマ表示パネル（Ｐｌａｓｍａ　
Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｐａｎｅｌ）及びエレクトロルミネセンス（Ｅｌｅｃｔｒｏ－Ｌｕｍｉ
ｎｅｓｃｅｎｃｅ、以下、“ＥＬ”という）表示装置がある。
【０００３】
　これらの中のＥＬ表示装置は電子と正孔の再結合で蛍光体を発光させる自発光素子とし
て、その蛍光体で無機化合物を使用する無機ＥＬと有機化合物を使用する有機ＥＬに大別
される。このようなＥＬ表示装置は低電圧の駆動、自己発光、薄膜型、広い視野角、速い
応答速度及び高いコントラストの多い長所を有していて次の世代の表示装置として期待さ
れている。
【０００４】
　有機ＥＬ素子は通常陰極と陽極の間に積層になった電子注入層、電子搬送層、発光層、
正孔搬送層、正孔注入層で構成される。このような有機ＥＬ素子では陽極と陰極の間に所
定の電圧を印加する場合、陰極から発生された電子が電子注入層及び電子搬送層を通して
発光層の側に移動して、陽極から発生された正孔が正孔注入層及び正孔搬送層を通して発
光側に移動する。これにつれて、発光層では電子搬送層と正孔搬送層から供給された電子
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と正孔が再結合することによって光を放出するようになる。
【０００５】
　このような有機ＥＬ素子を利用するアクティブマトリックスＥＬ表示装置は図１に図示
されたようにスキャンラインＳＬとデータラインＤＬの交差に定義された領域にそれぞれ
配列された画素２８とを具備するＥＬパネル２０、ＥＬパネル２０のスキャンラインＳＬ
を駆動するスキャンドライバ２２、ＥＬパネル２０のデータラインＤＬを駆動するデータ
ドライバ２４、データドライバ２４に多数のガンマ電圧を供給するガンマ電圧生成部２６
及びデータドライバ２４及びスキャンドライバ２２を制御するためのタイミング制御部２
７を具備する。
【０００６】
　ＥＬパネル２０には画素２８がマトリックス状態で配置される。そして、ＥＬパネル２
０には外部の供給電圧源ＶＤＤから供給電圧を受信する供給パッド１０と、外部の基底電
圧源ＧＮＤから基底電圧を受信する基底パッド１２が設置される。（一例として、供給電
圧源ＶＤＤ及び基底電圧源ＧＮＤは電源部から供給されることができる。）供給パッド１
０に供給された供給電圧はそれぞれの画素２８に供給される。そして、基底パッド１２に
供給された基底電圧もそれぞれの画素２８に供給される。
【０００７】
　スキャンドライバ２２はスキャンラインＳＬにスキャンパルスを供給してスキャンライ
ンＳＬを順次に駆動する。
【０００８】
　ガンマ電圧生成部２６は多様な電圧値を有するガンマ電圧をデータドライバ２４に供給
する。
【０００９】
　データドライバ２４はタイミング制御部２７から入力されたデジタルデータ信号をガン
マ電圧生成部２６からのガンマ電圧を利用してアナログデータ信号に変換する。そして、
データドライバ２４はアナログデータ信号をスキャンパルスが供給される毎にデータライ
ンＤＬに印加する。
【００１０】
　タイミング制御部２７は外部システム（例えば、グラフィックカード）から供給される
同期信号を利用してデータドライバ２４を制御するためのデータ制御信号及びスキャンド
ライバ２２を制御するためのスキャン制御信号を生成する。タイミング制御部２７で生成
されたデータ制御信号はデータドライバ２４に供給されてデータドライバ２４を制御する
。タイミング制御部２７で生成されたスキャン制御信号はスキャンドライバ２２に供給さ
れてスキャンドライバ２２を制御する。更に、タイミング制御部２７は外部システムから
供給されるデジタルデータ信号をデータドライバ２４に供給する。
【００１１】
　画素２８のそれぞれはスキャンラインＳＬにスキャンパルスが供給される毎にデータラ
インＤＬからのデータ信号を受信してそのデータ信号に対応する光を発生するようになる
。
【００１２】
　このために、画素２８のそれぞれは図２に図示されたところのように基底電圧源ＧＮＤ
（基底パッド１２から供給される電圧）に陰極が接続されたＥＬセルＯＥＬ、スキャンラ
インＳＬ、データラインＤＬ及び供給電圧源ＶＤＤ（供給パッド１０から供給される電圧
）に接続されてＥＬセルＯＥＬの陽極に接続されてそのＥＬセルＯＥＬを駆動するための
セル駆動部３０を具備する。
【００１３】
　セル駆動部３０はスキャンラインＳＬに接続されたゲート端子、データラインＤＬに接
続されたソース端子が、そして第１ノードＮ１に接続されたドレーン端子を有するスイッ
チング用の薄膜トランジスタＴ１、第１ノードＮ１に接続されたゲート端子、供給電圧源
ＶＤＤに接続されたソース端子、そしてＥＬセルＯＥＬに接続されたドレーン端子を有す
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る駆動用の薄膜トランジスタＴ２、供給電圧源ＶＤＤと第１ノードＮ１の間に接続された
キャパシターＣを具備する。
【００１４】
　スイッチング用の薄膜トランジスタＴ１はスキャンラインＳＬにスキャンパルスが供給
されると、ターンオンされてデータラインＤＬに供給されたデータ信号を第１ノードＮ１
に印加する。第１ノードＮ１に供給されたデータ信号はキャパシターＣに充電されると共
に駆動用の薄膜トランジスタＴ２のゲート端子に印加される。駆動用の薄膜トランジスタ
Ｔ２はゲート端子に供給されるデータ信号に応答して供給電圧源ＶＤＤからＥＬセルＯＥ
Ｌに供給される電流量Ｉを制御することでＥＬセルＯＥＬの発行量を調節するようになる
。そして、スイッチング用の薄膜トランジスタＴ１がターンオフされてもキャパシターＣ
でデータ信号が放電されるので駆動用の薄膜トランジスタＴ２は次のフレームのデータ信
号が供給されるまで供給電圧源ＶＤＤからの電流ＩをＥＬセルＯＥＬが発光を維持するよ
うにさせる。（実際に、セル駆動部３０は多様な構造で設定されることができる。）
【００１５】
　このように駆動される従来のＥＬ表示装置はデータラインＤＬに形成された寄生キャパ
シターによって画質が低下する問題点が発生する。そして、このような画質低下現象は低
グレイスケールが表示される際に特に深刻となる。
【００１６】
　これを詳細に説明すると、一般的にデータラインＤＬには多様な寄生キャパシターが存
在する。例えば、データラインにはスキャンラインＳＬとの寄生キャパシター、図示され
ない上部基板との寄生キャパシター、隣接されたデータラインの間の寄生キャパシター及
びＥＬセルＯＥＬとの寄生キャパシターの多様な寄生キャパシターが存在する。データラ
インＤＬに存在する寄生キャパシターは画素２８に形成されたキャパシターＣのキャパシ
タンスより大略５０乃至１００倍高いキャパシタンスを有する。
【００１７】
　これにつれて、従来のＥＬ表示装置ではデータラインＤＬに存在する寄生キャパシター
によって、画像を表示する際に画素２８に充電された電圧（または、電流）の放電時間を
遅延させて望む画質が得られない問題点がある。また、従来のＥＬ表示装置は発光セルＯ
ＥＬに供給される電流を利用して画像を具現するために発光セルＯＥＬに供給される低い
駆動電流を制御するのに限界があって画素２８のキャパシターＣ及びデータラインＤＬを
充放電させるのに限界がある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１８】
　従って、本発明の目的は画素の駆動電流を一時的に大きくしてプリチャージングするこ
とで画素の駆動時間を減少させることができるようにしたエレクトロルミネセンスの表示
装置及びその駆動方法を提供することにある。
【００１９】
　また、本発明の異なる目的は信号がその薄膜トランジスタに充放電される時間を短縮さ
せることができるエレクトロルミネセンスの表示装置及びその駆動方法を提供することに
ある。
【課題を解決するための手段】
【００２０】
　前記目的を達成するために、本発明の実施例に係るエレクトロルミネセンスの表示装置
はデータラインとスキャンラインの交差部毎に形成されて電流により、駆動される発光セ
ルを含む画素、前記発光セルに供給される電流を一時的に大きく高めるための電流制御部
を具備することを特徴とする。
【００２１】
　前記エレクトロルミネセンスの表示装置は前記電流制御部にデータ信号を供給するデー
タドライバ、前記発光セルに供給される電流を制御する発光セルの制御部、前記データド
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ライバに前記データ信号を供給すると共に第１乃至第６選択信号とプリチャージングの選
択信号及びプリチャージングエネーブル信号を発生するタイミング制御部を更に具備する
ことを特徴とする。
【００２２】
　前記エレクトロルミネセンスの表示装置で前記電流制御部は前記データドライバと前記
データラインの上に接続される多数の電流サンプルホルダ部と、前記電圧供給ラインとデ
ータラインのそれぞれの間に接続されて前記データラインにプリチャージング電流供給部
とを具備することを特徴とする。
【００２３】
　前記エレクトロルミネセンスの表示装置で前記多数の電流サンプルホルダ部のそれぞれ
は前記データドライバの出力ラインに共通に接続されてＮ番目の（ただ、Ｎは自然数）ス
キャンラインにスキャンパルスが供給される毎に前記データラインに供給されるデータ信
号をサンプリングして貯蔵するための第１乃至第３サンプルホルダを有する第１サンプル
ホルダ部と、前記データドライバの出力ラインに共通に接続されてＮ＋１番目のスキャン
ラインにスキャンパルスが印加される毎に前記データラインに供給されるデータ信号をサ
ンプリングして貯蔵するための第４乃至第６サンプルホルダを有する第２サンプルホルダ
部、前記第１及び第２サンプルホルダ部のそれぞれは前記データラインに接続されて前記
プリチャージング選択信号につれて前記第１及び第２サンプルホルダ部のそれぞれの出力
ラインを選択的に前記データラインに接続させるＭＵＸアレイを具備することを特徴とす
る。
【００２４】
　前記エレクトロルミネセンスの表示装置で前記第１及び第３サンプルホルダは前記第１
乃至第３選択信号につれて順次、駆動されて、前記第４乃至第５サンプルホルダは前記第
４乃至第６選択信号につれて順次、駆動されることを特徴とする。
【００２５】
　前記エレクトロルミネセンスの表示装置で前記第１及び第６サンプルホルダのそれぞれ
は前記データドライバの出力ラインと基底電圧源及び前記ＭＵＸアレイに接続されて前記
データ信号をサンプリングして貯蔵されるサンプリング部、前記データドライバの出力ラ
インと前記サンプリング部の間に接続されて前記第１乃至第６選択信号の中のいずれか一
つにより、スイッチングされる第１選択スイッチ、前記第１選択スイッチと前記サンプリ
ング部の間のノードと前記サンプリング部の間に接続されて前記第１選択スイッチに供給
される前記選択信号により、スイッチングされる第２選択スイッチ、前記サンプリング部
と前記ＭＵＸアレイに接続された出力ラインに接続されて前記プリチャージングエネーブ
ル信号により、スイッチングされる第３選択スイッチとを具備することを特徴とする。
【００２６】
　前記エレクトロルミネセンスの表示装置で前記サンプリング部は前記第１選択スイッチ
と前記基底電圧源の間に接続された第１サンプリングスイッチ、前記第１サンプリングス
イッチのゲート端子と前記基底電圧源及び前記第３選択スイッチに接続される第２サンプ
リングスイッチ、前記第１及び第２サンプリングスイッチのそれぞれのゲート端子と基底
電圧源の間に接続されて前記データ信号を貯蔵するサンプリングキャパシター、前記第１
及び第２サンプリングスイッチのそれぞれのゲート端子と前記基底電圧源及び前記ＭＵＸ
アレイに接続された出力ラインに接続された第３サンプリングスイッチを具備することを
特徴とする。
【００２７】
　前記エレクトロルミネセンスの表示装置で前記第２サンプリングスイッチの大きさは前
記第１及び第３サンプリングスイッチより相対的に大きいことを特徴とする。
【００２８】
　前記エレクトロルミネセンスの表示装置で前記第１サンプルホルダ部はＮ＋１番目のス
キャンラインにスキャンパルスが供給される毎に前記Ｎ番目のスキャンラインにスキャン
パルスが供給される毎にサンプリングされて貯蔵された前記データ信号を利用して前記プ
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リチャージングエネーブル信号が供給される間、前記プリチャージング電流の供給部から
の電流を前記基底電圧源にシンクさせ、前記発光セルに供給される電流を一時的に大きく
増加させて、前記第２サンプルホルダ部はＮ番目のスキャンラインにスキャンパルスが供
給される毎に前記Ｎ＋１番目のスキャンラインにスキャンパルスが供給される毎にサンプ
リングされて貯蔵された前記データ信号を利用して前記プリチャージングエネーブル信号
が供給される間、前記プリチャージング電流の供給部からの電流を前記基底電圧源にシン
クさせ、前記発光セルに供給される電流を一時的に大きく増加させることを特徴とする。
【００２９】
　前記エレクトロルミネセンスの表示装置で前記プリチャージング電流供給部のそれぞれ
は前記電圧供給源と前記データラインの間に接続されて前記プリチャージングエネーブル
信号により、スイッチングされる電流切換スイッチ、前記電流切換スイッチと前記電圧供
給ラインの間に接続されるダイオード型電流供給スイッチを具備することを特徴とする。
【００３０】
　前記エレクトロルミネセンスの表示装置で前記画素のそれぞれは電圧供給源と前記発光
セルの間に接続される駆動薄膜トランジスタ、前記スキャンラインと前記データラインに
接続される第１スイッチング薄膜トランジスタ、前記電圧供給源と駆動薄膜トランジスタ
と前記第１スイッチング薄膜トランジスタに接続されて前記駆動薄膜トランジスタと電流
ミラーを形成する変換薄膜トランジスタ、前記変換及び駆動薄膜トランジスタのゲート端
子と前記電圧供給源の間に接続されるストレージキャパシター、前記変換及び駆動薄膜ト
ランジスタのゲート端子と前記スキャンライン及び前記第１スイッチング薄膜トランジス
タに接続される第２スイッチング薄膜トランジスタとを具備することを特徴とする。
【００３１】
　前記エレクトロルミネセンスの表示装置で前記電流供給スイッチの大きさは前記変換薄
膜トランジスタより相対的に大きいことを特徴とする。
【００３２】
　前記エレクトロルミネセンスの表示装置で前記ＭＵＸアレイは前記プリチャージング選
択信号につれてＮ番目のスキャンラインにスキャンパルスが印加される期間に前記第２サ
ンプルホルダ部を前記データラインに接続させて、Ｎ＋１番目のスキャンラインにスキャ
ンパルスが印加される期間に前記第１サンプルホルダ部を前記データラインに接続させる
ことを特徴とする。
【００３３】
　本発明の実施例に係るエレクトロルミネセンスの表示装置はデータ信号が入力されるデ
ータライン、前記データラインと交差して画素を定義するスキャンラインを含むエレクト
ロルミネセンスパネル、前記データラインの一段に連結されて、前記データ信号が入力さ
れる前に入力電流を増幅した増幅電流を前記データラインに供給する電流増幅部とを具備
することを特徴とする。
【００３４】
　前記エレクトロルミネセンスの表示装置は前記データラインの他段に連結されて、前記
データラインにプリチャージ（Ｐｒｅｃｈａｒｇｅ）電流を供給するプリチャージ部を更
に具備することを特徴とする。
【００３５】
　前記エレクトロルミネセンスの表示装置は前記データ信号、前記電流増幅部の入力電流
を出力する駆動回路部を更に具備することを特徴とする。
【００３６】
　前記エレクトロルミネセンスの表示装置で前記プリチャージ部はぞれぞれゲート電極、
ソース電極、ドレーン電極を含む第１及び第２プリチャージトランジスタを含めて、前記
第１プリチャージトランジスタのソース電極は高電圧源に連結されて、前記第１プリチャ
ージトランジスタのゲート電極は前記第１プリチャージトランジスタのドレーン電極に連
結されて、前記第１プリチャージトランジスタのドレーン電極は前記第２プリチャージト
ランジスタのソース電極に連結されて、前記第２プリチャージトランジスタのゲート電極
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には前記データ信号が入力される前に一定の時間の間にオンされるプリチャージ信号が入
力されて、前記第２プリチャージトランジスタのドレーン電極は前記データラインに連結
されることを特徴とする。
【００３７】
　前記エレクトロルミネセンスの表示装置は前記エレクトロルミネセンスパネルは前記デ
ータラインとスキャンラインに連結される第１及び第２スイッチング薄膜トランジスタ、
前記第２スイッチング薄膜トランジスタと連結される第１及び第２駆動薄膜トランジスタ
、ストレージキャパシター、前記第２駆動薄膜トランジスタに電力を受信する発光セルを
更に具備することを特徴とする。
【００３８】
　前記エレクトロルミネセンスの表示装置で前記電流増幅部は前記データラインに並列に
連結される第１及び第２スイッチ、前記第１スイッチに連結される電流増幅器及び第２ス
イッチに連結される電流源を具備することを特徴とする。
【００３９】
　前記エレクトロルミネセンスの表示装置で前記第１スイッチは前記プリチャージ信号に
応じて開閉されて、前記第２スイッチは前記プリチャージ信号と反対極性を有する反プリ
チャージ信号に応じて開閉されることを特徴とする。
【００４０】
　前記エレクトロルミネセンスの表示装置で前記プリチャージ信号がオンされる場合、前
記増幅電流は前記プリチャージ電流と等しいか、前記プリチャージ電流と前記第１スイッ
チング薄膜トランジスタを流れる画素電流の合計と等しいことを特徴とする。
【００４１】
　前記エレクトロルミネセンスの表示装置で前記電流増幅器はそれぞれゲート電極、ソー
ス電極、ドレーン電極を含む第１乃至第４増幅トランジスタを含めて、前記第１乃及び４
増幅トランジスタのソース電極は高電圧源に連結されて、前記第１増幅トランジスタのド
レーン電極は前記第１及び第２増幅トランジスタのゲート電極と前記電流源に連結されて
、前記第３増幅トランジスタのソース電極は前記第２増幅トランジスタのドレーン電極と
前記第３及び第４増幅トランジスタのゲート電極と連結されて、前記第３及び第４増幅ト
ランジスタのドレーン電極は低電圧源に連結されて、前記第４増幅トランジスタのソース
電極は前記第１スイッチに連結されることを特徴とする。
【００４２】
　ここで、前記エレクトロルミネセンスの表示装置において、前記第１増幅トランジスタ
を流れる電流より前記第２及び第３増幅トランジスタを流れる電流が大きくて、前記第２
及び第３増幅トランジスタを流れる電流より前記第４増幅トランジスタを流れる電流が大
きいように前記第１乃至４増幅トランジスタのＷ／Ｌ比が設計されることを特徴とする。
【００４３】
　前記エレクトロルミネセンスの表示装置において、前記電流増幅部は前記データライン
に連結される電流増幅器と、前記電流増幅器に連結される電流源とを具備することを特徴
とする。
【００４４】
　前記エレクトロルミネセンスの表示装置において、前記電流増幅器はそれぞれゲート電
極、ソース電極、ドレーン電極を含む第１乃至５増幅トランジスタと第１スイッチを含め
て、前記第１及び第２増幅トランジスタのソース電極は高電圧源に連結されて、前記第１
増幅トランジスタのドレーン電極は前記第１及び第２増幅トランジスタのゲート電極と前
記電流源に連結されて、前記第３増幅トランジスタのドレーン電極は前記第２増幅トラン
ジスタのドレーン電極と前記第３乃至５増幅トランジスタのゲート電極と連結されて、前
記第３乃至５増幅トランジスタのソース電極は低電圧源に連結されて、前記第１スイッチ
の両端は前記第４及び５増幅トランジスタのドレーン電極にそれぞれ連結されて、前記第
５増幅トランジスタのドレーン電極は前記データラインに連結されることを特徴とする。
【００４５】
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　前記エレクトロルミネセンスの表示装置において、前記第１スイッチは前記プリチャー
ジ信号に応じて開閉されて、前記第２スイッチは前記プリチャージ信号に応じて開閉され
ることを特徴とする。
【００４６】
　前記エレクトロルミネセンスの表示装置において、前記プリチャージ信号がオンされる
場合、前記増幅電流は前記プリチャージ電流と前記第１スイッチング薄膜トランジスタを
流れる画素電流の合計と等しいことを特徴とする。
【００４７】
　前記エレクトロルミネセンスの表示装置において、前記第１増幅トランジスタを流れる
電流より前記第２及び第３増幅トランジスタを流れる電流が大きくて、前記第２及び第３
増幅トランジスタを流れる電流より前記第４増幅トランジスタを流れる電流が大きくて、
前記第４増幅トランジスタを流れる電流は前記プリチャージ電流と同じく、前記第５増幅
トランジスタを流れる電流は前記画素電流と同じように前記第１乃至５増幅トランジスタ
のＷ／Ｌ比が設計されることを特徴とする。
【００４８】
　前記エレクトロルミネセンスの表示装置において、前記プリチャージ部はぞれぞれゲー
ト電極、ソース電極、ドレーン電極を含む第１及び第２プリチャージトランジスタを含め
、前記第１プリチャージトランジスタのソース電極は低電圧源に連結され、前記第１プリ
チャージトランジスタのゲート電極は前記第１プリチャージトランジスタのドレーン電極
に連結され、前記第１プリチャージトランジスタのドレーン電極は前記第２プリチャージ
トランジスタのドレーン電極に連結され、前記第２プリチャージトランジスタのゲート電
極には前記データ信号が入力される前に一定の時間の間にオンされるプリチャージ信号が
入力され、前記第２プリチャージトランジスタのソース電極は前記データラインに連結さ
れることを特徴とする。
【００４９】
　前記エレクトロルミネセンスの表示装置において、前記エレクトロルミネセンスパネル
は前記データラインとスキャンラインに連結される第１及び第２スイッチング薄膜トラン
ジスタ、前記第２スイッチング薄膜トランジスタと連結される第１及び第２駆動薄膜トラ
ンジスタ、ストレージキャパシター、前記第２駆動薄膜トランジスタに電力を供給する電
力線、前記第２駆動薄膜トランジスタを通して前記電力と共に供給される発光セルを更に
具備することを特徴とする。
【００５０】
　前記エレクトロルミネセンスの表示装置において前記電流増幅部は前記データラインに
並列に連結される第１及び第２スイッチ、前記第１スイッチに連結される電流増幅器、前
記電流増幅器及び第２スイッチに連結される電流源とを具備することを特徴とする。
【００５１】
　前記第２スイッチが前記プリチャージ信号と反対極性を有する反プリチャージ信号に応
じて開閉される一方、前記エレクトロルミネセンスの表示装置において、前記第１スイッ
チは前記プリチャージ信号に応じて開閉されることを特徴とする。
【００５２】
　前記エレクトロルミネセンスの表示装置において、前記プリチャージ信号がオンにされ
る場合、前記増幅電流は前記プリチャージ電流と等しいか、前記プリチャージ電流と前記
第１スイッチング薄膜トランジスタを流れる画素電流の合計と等しいことを特徴とする。
【００５３】
　前記エレクトロルミネセンスの表示装置において、前記電流増幅部は前記データライン
に連結される電流増幅器、前記電流増幅器に連結される電流源を具備することを特徴とす
る。
【００５４】
　前記エレクトロルミネセンスの表示装置で前記電流増幅器はそれぞれゲート電極、ソー
ス電極、ドレーン電極を含む第１乃至５増幅トランジスタと第１スイッチを含めて、前記
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第１及び第２増幅トランジスタのソース電極は低電圧源に連結されて、前記第１増幅トラ
ンジスタのドレーン電極は前記第１及び第２増幅トランジスタのゲート電極と前記電流源
に連結されて、前記第３増幅トランジスタのドレーン電極は前記第２増幅トランジスタの
ドレーン電極と前記第３乃至５増幅トランジスタのゲート電極と連結され、前記第３乃至
５増幅トランジスタのソース電極は高電圧源に連結され、前記第１スイッチの両断は前記
第４及び５増幅トランジスタのドレーン電極にそれぞれ連結され、前記第５増幅トランジ
スタのドレーン電極は前記データラインに連結されることを特徴とする。
【００５５】
　前記エレクトロルミネセンスの表示装置において、前記第１スイッチは前記プリチャー
ジ信号に応じて開閉されることを特徴とする。
【００５６】
　前記エレクトロルミネセンスの表示装置において、前記プリチャージ信号がオンされる
場合、前記増幅電流は前記プリチャージ電流と前記第１スイッチング薄膜トランジスタを
流れる画素電流の合計と等しいことを特徴とする。
【００５７】
　前記エレクトロルミネセンスの表示装置において、前記第１増幅トランジスタを流れる
電流より前記第２及び第３増幅トランジスタを流れる電流が大きく、前記第２及び第３増
幅トランジスタを流れる電流より前記第４増幅トランジスタを流れる電流が大きく、前記
第４増幅トランジスタを流れる電流は前記プリチャージ電流と同じく、前記第５増幅トラ
ンジスタを流れる電流は前記画素電流と同じように前記第１乃至５増幅トランジスタのＷ
／Ｌ比が設計されることを特徴とする。
【００５８】
　前記エレクトロルミネセンスの表示装置において、前記電流増幅部と前記プリチャージ
部は前記エレクトロルミネセンスパネルに内蔵されることを特徴とする。
【００５９】
　本発明の実施例に係るエレクトロルミネセンス表示装置の駆動方法はデータラインとス
キャンラインの交差部毎に形成されて電流により、駆動される発光セルを含む画素を有す
るエレクトロルミネセンス表示装置の駆動方法において、前記Ｎ番目のスキャンラインに
スキャンパルスが供給される期間に前記データラインに供給されるデータ信号を順次、サ
ンプリングして多数の第１サンプリングホルダに貯蔵する段階と、前記Ｎ＋１番目のスキ
ャンラインにスキャンパルスが供給される期間に多数の第１サンプリングホルダに貯蔵さ
れた前記データ信号を利用して前記発光セルに流れる電流を一時的に大きく高める段階を
含むことを特徴とする。
【００６０】
　前記エレクトロルミネセンス表示装置の駆動方法において、前記発光セルに流れる電流
を一時的に大きく高める段階は前記データラインと前記発光セルに流れる電流が一時的に
大きく高めるようにプリチャージングすることを特徴とする。
【００６１】
　前記エレクトロルミネセンス表示装置の駆動方法は前記Ｎ＋１番目のスキャンラインに
スキャンパルスが印加される期間に前記データラインに供給されるデータ信号を順次、サ
ンプリングして複数の第２サンプリングホルダに貯蔵される段階と、前記Ｎ番目のスキャ
ンラインにスキャンパルスが印加される期間に複数の第１サンプリングホルダに貯蔵され
た前記データ信号を利用して前記発光セルに流れる電流を一時的に大きく高める段階を更
に含むことを特徴とする。
【００６２】
　前記エレクトロルミネセンス表示装置の駆動方法は複数の選択信号とプリチャージング
選択信号及びプリチャージングエネーブル信号を発生する段階を更に含むことを特徴とす
る。
【００６３】
　前記エレクトロルミネセンス表示装置の駆動方法は前記プリチャージング選択信号につ
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れて前記複数の第１及び第２サンプリングホルダと前記データラインを選択的に接続させ
ることを特徴とする。
【００６４】
　前記エレクトロルミネセンス表示装置の駆動方法は多数の第１サンプリングホルダは前
記Ｎ＋１番目のスキャンラインにスキャンパルスが印加される期間に前記プリチャージン
グ選択信号に応答して前記データラインに接続されて、多数の第２サンプリングホルダは
前記Ｎ番目のスキャンラインにスキャンパルスが印加される期間に前記プリチャージング
選択信号に応答して前記データラインに接続されることを特徴とする。
【００６５】
　前記エレクトロルミネセンス表示装置の駆動方法は前記プリチャージングエネーブル信
号に応答して前記データラインに相対的に高い電流を供給する段階を更に含むことを特徴
とする。
【００６６】
　前記エレクトロルミネセンス表示装置の駆動方法は前記プリチャージングエネーブル信
号につれて前記第１及び第２サンプルホルダのそれぞれには相対的に低い電流が流れる第
１パスと前記プリチャージングエネーブル信号につれて相対的に高い電流が流れる第２パ
スが形成されることを特徴とする。
【００６７】
　本発明の実施例に係るエレクトロルミネセンス表示装置の駆動方法はエレクトロルミネ
センスパネルのスキャンラインを選択しては前記データゲート信号を入力する段階、前記
スキャンラインと交差して画素を定義するデータラインにデータ信号を入力する段階、前
記データラインが前記データ信号に近い電位を有するように前記データ信号が入力される
前に前記データラインに増幅電流を入力する段階を含むことを特徴とする。
【００６８】
　前記エレクトロルミネセンス表示装置の駆動方法で前記増幅電流は前記データラインに
連結されたプリチャージ部と電流増幅部によって入力されることを特徴とする。
【００６９】
　前記エレクトロルミネセンス表示装置の駆動方法で前記プリチャージ部と電流増幅部は
前記エレクトロルミネセンスパネルに内蔵されることを特徴とする。
【発明の効果】
【００７０】
　上述したように、本発明に係るエレクトロルミネセンスの表示装置及びその駆動方法は
Ｎ番目のスキャンラインにスキャンパルスが印加される期間に画素に供給される駆動電流
を一時的に大きくしてプリチャージングすることで画素の駆動時間を減少させることがで
きる。このように本発明は画素セルに供給される駆動電流を一時的に高くなるようにプリ
チャージングすることで低い駆動電流によって画素セルのストレージキャパシター及びデ
ータラインの充放電の時間が遅延されることを防止することができる。
【００７１】
　また、本発明の実施例に係るエレクトロルミネセンスの表示装置及びその駆動方法はそ
の駆動方法は一つの画素に四つの薄膜トランジスタ、駆動電流源を大きくすることができ
るプリチャージ部及び電流増幅部とを具備することで、信号が画素の薄膜トランジスタに
充放電される時間を短縮することができて、電流駆動方式であるので薄膜トランジスタの
門段電圧の変化による均一性の問題が防止される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００７２】
　以下、本発明の実施例を添付した図４乃至図２５を参照して詳細に説明する。
【実施例】
【００７３】
　図４を参照すると、本発明の第１実施例に係るエレクトロルミネセンスの表示装置はス
キャンラインＳＬとデータラインＤＬの交差に定義された領域にそれぞれ配列された画素
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１２８を具備するＥＬパネル１２０、ＥＬパネル１２０のスキャンラインＳＬを駆動する
スキャンドライバ１２２、ＥＬパネル１２０のデータラインＤＬを駆動するデータドライ
バ１２４、データドライバ１２４に複数のガンマ電圧を供給するガンマ電圧生成部１２６
、データドライバ１２４とデータラインＤＬの間に接続されて画素１２８に供給される駆
動電流をプリチャージングするための電流サンプルホルダ部１４０、データラインＤＬの
端段に接続されてプリチャージングするための電流をデータラインＤＬに供給するプリチ
ャージング電流供給部１５０、データドライバ１２４及びスキャンドライバ１２２を制御
するためのタイミング制御部１２７とを具備する。ここで、電流サンプルホルダ部１４０
及びプリチャージング電流供給部１５０は画素１２８に供給される駆動電流を一時的に大
きく高めるための電流制御部を構成する。
【００７４】
　ＥＬパネル１２０には画素１２８がマトリックス型で配置される。そして、ＥＬパネル
１２０には外部の供給電圧源ＶＤＤから供給電圧を供給される供給パッド１１０と、外部
の基底電圧源ＧＮＤから基底電圧を供給される基底パッド１１２が設置される。（一例と
して、供給電圧源ＶＤＤ及び基底電圧源ＧＮＤは電源部から供給されることができる。）
供給パッド１１０から供給された供給電圧はそれぞれの画素１２８に供給される。そして
、基底パッド１１２から供給された基底電圧もそれぞれの画素１２８に供給される。
【００７５】
　スキャンドライバ１２２はスキャンラインＳＬにスキャンパルスを印加してスキャンラ
インＳＬを順次、駆動する。
【００７６】
　ガンマ電圧生成部１２６は多様な電圧値を有するガンマ電圧をデータドライバ１２４に
供給する。
【００７７】
　データドライバ１２４はタイミング制御部１２７から入力されたデジタルデータ信号を
ガンマ電圧生成部１２６からのガンマ電圧を利用してアナログデータ信号に変換する。そ
して、データドライバ１２４はアナログデータ信号をスキャンパルスが供給される毎にデ
ータラインＤＬに供給するようになる。
【００７８】
　タイミング制御部１２７は外部システム（例えば、グラフィックカード）から供給され
る同期信号を利用してデータドライバ１２４を制御するためのデータ制御信号及びスキャ
ンドライバ１２２を制御するためのスキャン制御信号を生成する。タイミング制御部１２
７で生成されたデータ制御信号はデータドライバ１２４に供給されてデータドライバ１２
４を制御する。タイミング制御部１２７で生成されたスキャン制御信号はスキャンドライ
バ１２２に供給されてスキャンドライバ１２２を制御する。更に、タイミング制御部１２
７は外部システムから供給されるデジタルデータ信号をデータドライバ１２４に供給する
。
【００７９】
　また、タイミング制御部１２７は電流サンプルホルダ部１４０及びプリチャージング電
流供給部１５０の駆動を制御するために、図５に図示されたところのようにプリチャージ
ングイネーブル信号ＥＮと、第１乃至第６選択信号Ｓ１乃至Ｓ６と、プリチャージング選
択信号ＰＳを発生するようになる。
【００８０】
　第１乃至第６選択信号Ｓ１乃至Ｓ６の中の第１乃至第３選択信号Ｓ１、Ｓ２、Ｓ３のそ
れぞれはＮ番目のスキャンラインＳＬＮに印加されるスキャンパルスＳＰのオン期間に順
次にオン状態になる。これにつれて、第１乃至第３選択信号Ｓ１、Ｓ２、Ｓ３のそれぞれ
はＮ番目のスキャンラインＳＬｎに印加されるスキャンパルスＳＰのオン期間を１／３期
間の間にオン状態になり、残りの期間はオフ状態になる。そして、第１乃至第３選択信号
Ｓ１、Ｓ２、Ｓ３のそれぞれはＮ＋１番目のスキャンラインＳＬＮ＋１にスキャンパルス
ＳＰのオン期間ではオフ状態になる。
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【００８１】
　第１乃至第６選択信号Ｓ１乃至Ｓ６の中の第４乃至第６選択信号Ｓ４、Ｓ５、Ｓ６のそ
れぞれはＮ＋１番目のスキャンラインＳＬｎ＋１に印加されるスキャンパルスＳＰのオン
期間に順次にオン状態になる。これにつれて、第４乃至第６選択信号Ｓ４、Ｓ５、Ｓ６の
それぞれはＮ＋１番目のスキャンラインＳＬｎ＋１に印加されるスキャンパルスＳＰのオ
ン期間を１／３期間の間にオン状態になり、残りの期間はオフ状態になる。そして、第４
乃至第６選択信号Ｓ４、Ｓ５、Ｓ６のそれぞれはＮ番目のスキャンラインＳＬＮにスキャ
ンパルスＳＰのオン期間ではオフ状態になる。
【００８２】
　プリチャージングイネーブル信号ＥＮはスキャンパルスＳＰのポーリングエッジ時点か
ら所定時間オン状態の電圧レベルを有するようになる。即ち、プリチャージングイネーブ
ル信号ＥＮのオン期間の幅は第１乃至第６選択信号Ｓ１乃至Ｓ６のそれぞれのオン状態の
幅より小さい幅を有するようになる。
【００８３】
　プリチャージング選択信号ＰＳはＮ＋１番目のスキャンラインＳＬＮ＋１に供給される
スキャンパルスＳＰのオン期間の間にオフ状態になり、Ｎ番目のスキャンラインＳＬＮに
供給されるスキャンパルスＳＰのオン期間の間にオン状態になる。
【００８４】
　画素１２８のそれぞれは等価的にデータラインＤＬとスキャンラインＳＬの間に接続さ
れたダイオードで表現される。このような、画素１２８のそれぞれはスキャンラインＳＬ
にスキャンパルスが供給される際にデータラインＤＬからのデータ信号を供給されてその
データ信号に相応する光を発生するようになる。
【００８５】
　このために、画素１２８のそれぞれは図６に図示されたように供給電圧源ＶＤＤ、供給
電圧源ＶＤＤと基底電圧源ＧＮＤの間に接続された発光セルＯＥＬ、データラインＤＬと
スキャンラインＳＬのそれぞれから供給される駆動信号によって発光セルＯＥＬを駆動さ
せるための発光セル駆動回路１３０を具備する。
【００８６】
　発光セル駆動回路１３０は供給電圧源ＶＤＤと発光セルＯＥＬの間に接続された駆動ト
ランジスタＤＴ、スキャンラインＳＬとデータラインＤＬに接続された第１スイッチング
トランジスタＳＷ１、第１スイッチングトランジスタＳＷ１とスキャンラインＳＬに接続
された第２スイッチングトランジスタＳＷ２、第１及び第２スイッチングトランジスタＳ
Ｗ１、ＳＷ２の間のノードと供給電圧源ＶＤＤの間に接続されて駆動トランジスタＤＴと
電流ミラー（Ｃｕｒｒｅｎｔ　Ｍｉｒｒｏｒ)回路を形成して電流を電圧に変換する変換
トランジスタＭＴ、駆動トランジスタＤＴと変換トランジスタＭＴのそれぞれのゲート端
子と供給電圧源ＶＤＤの間に接続されたストレージキャパシターＣｓｔを具備する。ここ
で、トランジスタはＰタイプ電子の金属酸化膜の半導体の電界効果トランジスタ（ＭＯＳ
ＦＥＴ、Ｍｅｔａｌ－Ｏｘｉｄｅ　Ｓｅｍｉｃｏｎｄｕｃｔｏｒ　Ｆｉｅｌｄ　Ｅｆｆｅ
ｃｔ　Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ）である。
【００８７】
　駆動トランジスタＤＴのゲート端子は変換トランジスタＭＴのゲート端子に接続されて
、ソース端子は供給電圧源ＶＤＤに接続されると共にドレーン端子は発光セルＯＥＬに接
続される。変換トランジスタＭＴのソース端子は供給電圧源ＶＤＤに接続されて、ドレー
ン端子は第２スイッチングトランジスタＳＷ２のドレーン端子のソース端子に接続される
。第１スイッチングトランジスタＳＷ１のソース端子はデータラインＤＬに接続されてド
レーン端子は第２スイッチングトランジスタＳＷ２のソース端子に接続される。第２スイ
ッチングトランジスタＳＷ２のドレーン端子は駆動トランジスタＤＴ及び変換トランジス
タＭＴのそれぞれのゲート端子及びストレージキャパシターＣｓｔに接続される。一方、
駆動トランジスタＤＴと変換トランジスタＭＴは電流ミラー回路を形成するように隣接さ
れるように形成されるために同一の特性を有すること、仮定する場合、駆動トランジスタ
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ＤＴと変換トランジスタＭＴを同一の大きさで形成すると、駆動トランジスタＤＴと変換
トランジスタＭＴに流れる電流の量は同一になる。
【００８８】
　プリチャージング電流供給部１５０は図７に図示されたところのように供給電圧ライン
ＶＤＤとデータラインＤＬの他側の端段に直列接続される電流供給トランジスタＱ１及び
電流切換スイッチＱ２とを具備する。
【００８９】
　電流供給トランジスタＱ１のソース端子は供給電圧源ＶＤＤに接続されてゲート端子及
びドレーン端子は電流切換スイッチＱ２の第１入力端子に共通に接続される。この電流供
給トランジスタＱ１は電圧供給源ＶＤＤと電流切換スイッチＱ２の間にダイオード形態で
接続されて電流切換スイッチＱ２のスイッチングによってターンオンされて電圧供給源Ｖ
ＤＤからのプリチャージング電流Ｉｐｒｅを電流切換スイッチＱ２に供給するようになる
。このような、電流供給トランジスタＱ１は画素１２８の変換トランジスタＭＴより相対
的に大きい大きさを有するようになる。この際、電流供給トランジスタＱ１の大きさを変
換トランジスタＭＴの２０倍であると仮定することにする。
【００９０】
　電流切換スイッチＱ２の第２入力端子はデータラインＤＬの一側の端段に接続される。
このような、電流切換スイッチＱ２はタイミング制御部１２７から供給されるプリチャー
ジングイネーブル信号ＥＮに応答して第１電流供給トランジスタＱ１を経由して供給され
るプリチャージング電流ＩｐｒｅをデータラインＤＬに供給するようになる。
【００９１】
　電流サンプルホルダ部１４０は図８に図示されたところのようにデータドライバ１２４
の出力ラインＯＵＴ１乃至ＯＵＴｎ／３の中の一つの出力ラインＯＵＴと三つのデータラ
インＤＬ３ｎ、ＤＬ３ｎ＋１、ＤＬ３ｎ＋２の間に接続される。このような、電流サンプ
ルホルダ部１４０はデータドライバ１２４の出力ラインＯＵＴ１乃至ＯＵＴｎ／３のそれ
ぞれとデータラインＤＬの一側の間に接続されて１フレーム単位に画素１２８に供給され
るアナログデータ信号をサンプリングすることと共にＮフレーム期間に画素１２８にアナ
ログデータ信号が供給される間にＮ＋１フレームのアナログデータ信号をサンプリングす
るようになる。
【００９２】
　このために、電流サンプルホルダ部１４０は図９に図示されたところのようにデータド
ライバ１２４の出力ラインＯＵＴ１乃至ＯＵＴｎ／３の中の一つの出力ラインＯＵＴと三
つのデータラインＤＬ３ｎ、ＤＬ３ｎ＋１、ＤＬ３ｎ＋２の間に接続された第１及び第２
サンプリングホルダ部１４２、１４４、第１及び第２サンプリングホルダ部１４２、１４
４のそれぞれの出力ラインＯＬ１、ＯＬ２に接続されると共に三つのデータラインＤＬ３
ｎ、ＤＬ３ｎ＋１、ＤＬ３ｎ＋２に接続されるＭＵＸ（ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｅｒ）アレイ
１４７を具備する。
【００９３】
　第１サンプリングホルダ部１４２は第１乃至第３サンプルホルダ１４６ａ、１４６ｂ、
１４６ｃで構成される。第１乃至第３サンプルホルダ１４６ａ、１４６ｂ、１４６ｃのそ
れぞれにはデータドライバ１２４からアナログデータ信号が共通に供給されると共にタイ
ミング制御部１２７からプリチャージングイネーブル信号ＥＮが供給される。また、第１
サンプルホルダ１４６ａには第１選択信号Ｓ１が供給されて、第２サンプルホルダ１４６
ｂには第２選択信号Ｓ２が供給されると共に第３サンプルホルダ１４６ｃには第３選択信
号Ｓ３が供給される。このような、第１サンプリングホルダ部１４２はプリチャージング
イネーブル信号ＥＮに応答して第１乃至第３選択信号Ｓ１、Ｓ２、Ｓ３に応じてデータド
ライバ１２４から供給されるアナログデータ信号を第１乃至第３サンプルホルダ１４６ａ
、１４６ｂ、１４６ｃのそれぞれに順次にサンプリングする。
【００９４】
　第２サンプリングホルダ部１４４は第４乃至第６サンプルホルダ１４６ｄ、１４６ｅ、
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１４６ｆで構成される。第４乃至第６サンプルホルダ１４６ｄ、１４６ｅ、１４６ｆのそ
れぞれにはデータドライバ１２４からアナログデータ信号が共通に供給されると共にタイ
ミング制御部１２７からプリチャージングイネーブル信号ＥＮが供給される。また、第４
サンプルホルダ１４６ｄには第４選択信号Ｓ４が供給されて、第５サンプルホルダ１４６
ｅには第５選択信号Ｓ５が供給されると共に第６サンプルホルダ１４６ｆには第６選択信
号Ｓ６が供給される。このような、第２サンプリングホルダ部１４４はプリチャージング
イネーブル信号ＥＮに応答して第４乃至第６選択信号Ｓ４、Ｓ５、Ｓ６につれてデータド
ライバ１２４から供給されるアナログデータ信号を第４乃至第６サンプルホルダ１４６ｄ
、１４６ｅ、１４６ｆのそれぞれに順次、サンプリングする。この際、第１及び第４サン
プルホルダ１４６ａ、１４６ｄはＭＵＸアレイ１４７を経由して同一のデータラインＤＬ
に接続されて、第２及び第５サンプルホルダ１４６ｂ、１４６ｅはＭＵＸアレイ１４７を
経由して同一のデータラインＤＬに接続されると共に第３及び第６サンプルホルダ１４６
ｃ、１４６ｆはＭＵＸアレイ１４７を経由して同一のデータラインＤＬに接続される。
【００９５】
　第１乃至第６サンプルホルダ１４６ａ、１４６ｂ、１４６ｃ、１４６ｄ、１４６ｅ、１
４６ｆのそれぞれは同一の構成を有するようになる。これにつれて、第１サンプルホルダ
１４６ａを一例とあげると、第１乃至第６サンプルホルダ１４６ａ、１４６ｂ、１４６ｃ
、１４６ｄ、１４６ｅ、１４６ｆを説明すると次のようである。
【００９６】
　第１サンプルホルダ１４６ａは図１０に図示されたところのようにデータドライバ１２
４の第１出力端子ＯＵＴ１と基底電圧源ＧＮＤ及び出力ラインＯＬ１に接続されたサンプ
リング部１４９と、データドライバ１２４の第１出力端子ＯＵＴ１とサンプリング部１４
９の間に接続された第１選択スイッチＳ１と、第１選択スイッチＳ１とサンプリング部の
間に接続された第２選択スイッチＳ２及び出力ラインＯＬ１とサンプリング部１４９の間
に接続された第３選択スイッチＳ３とを具備する。
【００９７】
　サンプリング部１４９は第１選択スイッチＳ１基底電圧源ＧＮＤの間に接続された第１
サンプリングトランジスタＭ１、第１サンプリングトランジスタＭ１と第３選択スイッチ
Ｓ３の間に接続された第２サンプリングトランジスタＭ２、第１及び第２サンプリングト
ランジスタＭ１、Ｍ２のそれぞれのゲート端子が接続された第１ノードＮ１と出力ライン
ＯＬ１及び基底電圧源ＧＮＤに接続された第３サンプリングトランジスタＭ３、第１ノー
ドＮ１と第１サンプリングトランジスタＭ１のドレーン端子の間に接続されたサンプリン
グキャパシターＣｓａｍを具備する。
【００９８】
　第１サンプリングトランジスタＭ１のソース端子は第１及び第２選択スイッチＳ１、Ｓ
２が接続された第２ノードＮ２に接続される。第２サンプリングトランジスタＭ２のドレ
ーン端子は基底電圧源ＧＮＤに接続されて、ソース端子は第３選択スイッチＳ３のドレー
ン端子に接続される。第３サンプリングトランジスタＭ３のゲート端子は第１ノードＮ１
に接続されて、ソース端子は出力ラインＯＬ１に接続されると共にドレーン端子は基底電
圧源ＧＮＤに接続される。この際、第１乃至第３サンプリングトランジスタＭ１、Ｍ２、
Ｍ３のそれぞれは電流ミラー回路を形成するように隣接して形成される。このように電流
ミラー回路を形成するように隣接して形成される第１乃至第３サンプリングトランジスタ
Ｍ１、Ｍ２、Ｍ３の中の第１サンプリングトランジスタＭ１と第３サンプリングトランジ
スタＭ３の大きさは同一になる半面、第２サンプリングトランジスタＭ２は第１サンプリ
ングトランジスタＭ１と第３サンプリングトランジスタＭ３より相対的に大きい大きさを
有する。ここで、第２サンプリングトランジスタＭ２の大きさは第１サンプリングトラン
ジスタＭ１、或いは、第３サンプリングトランジスタＭ３より２０倍大きいことと仮定し
て説明する。これに応じて、第２サンプリングトランジスタＭ２はプリチャージングイネ
ーブル信号に応じてＭＵＸアレイ１４７を経由してデータラインＤＬと基底電圧源ＧＮＤ
の間に相対的に高い電流が流れる第１電流パスを形成する半面に第３サンプリングトラン
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ジスタＭ３はプリチャージングイネーブル信号に応じてＭＵＸアレイ１４７を経由してデ
ータラインＤＬと基底電圧源ＧＮＤの間に相対的に低い電流が流れる第２電流パスを形成
する。この際、第１電流パスには第２電流パスに流れる電流の２０倍程度の大きい電流が
流れることが仮定される。
【００９９】
　サンプリングキャパシターＣｓａｍは第１サンプリングトランジスタＭ１のドレーン端
子とゲート端子の間に接続されて第１ノードＮ１の上の電圧を貯蔵して、貯蔵された電圧
を利用して第１及び第２選択スイッチＳ１、Ｓ２がターンオンされても第１乃至第３サン
プリングトランジスタＭ１、Ｍ２、Ｍ３のオン状態を維持させるようになる。
【０１００】
　第１選択スイッチＳ１の第１入力端子はデータドライバ１２４の第１出力端子ＯＵＴ１
に接続されて、第２入力端子は第２ノードＮ２に接続される。このような、第１選択スイ
ッチＳ１はタイミング制御部１２７からの第１選択信号Ｓ１に応答してデータドライバ１
２４の第１出力端子ＯＵＴ１からのアナログデータ信号を第２ノードＮ２の上に印加する
。
【０１０１】
　第２選択スイッチＳ２の第１入力端子は第２ノードＮ２に接続されて、第２入力端子は
第１ノードＮ１に接続される。このような、第２選択スイッチＳ２はタイミング制御部１
２７からの第１選択信号Ｓ１に応答して第１選択スイッチＳ１を経由して第２ノードＮ２
の上に供給された電圧を第１ノードＮ１の上に供給する。即ち、第２選択スイッチＳ２は
第２ノードＮ２の上の電圧を第１ノードＮ１に接続された第１及び第２サンプリングトラ
ンジスタＭ１、Ｍ２のそれぞれのゲート端子に印加する。
【０１０２】
　第３選択スイッチＳ３の出力ラインＯＬ１に接続されて、第２入力端子は第２サンプリ
ングトランジスタＭ２のソース端子に接続される。このような、第３選択スイッチＳ３は
タイミング制御部１２７からのプリチャージングイネーブル信号ＥＮに応答して出力ライ
ンＯＬ１に供給されるプリチャージング電流Ｉｐｒｅを第２サンプリングトランジスタＭ
２のソース端子に供給する。
【０１０３】
　ＭＵＸアレイ１４７は第１及び第４サンプルホルダ１４６ａ、１４６ｄのそれぞれの出
力ラインＯＬ１、ＯＬ２と３ｎ番目のデータラインＤＬ３ｎに接続される第１ＭＵＸ１４
８ａと、第２及び第５サンプルホルダ１４６ｂ、１４６ｅのそれぞれの出力ラインＯＬ１
、ＯＬ２と３ｎ＋１番目のデータラインＤＬ３ｎ＋１に接続される第２ＭＵＸ１４８ｂ、
第３及び第６サンプルホルダ１４６ｃ、１４６ｆのそれぞれの出力ラインＯＬ１、ＯＬ２
と３ｎ＋２番目のデータラインＤＬ３ｎ＋２に接続される第３ＭＵＸ１４８ｃを具備する
。
【０１０４】
　このような、第１ＭＵＸ１４８ａはタイミング制御部１２７から供給されるプリチャー
ジング信号ＰＳにつれて第１及び第４サンプルホルダ１４６ａ、１４６ｄのそれぞれの出
力ラインＯＬ１、ＯＬ２を選択的に３ｎ番目のデータラインＤＬ３ｎに接続させるように
なる。第２ＭＵＸ１４８ｂはタイミング制御部１２７から供給されるプリチャージング信
号ＰＳに応答して第２及び第５サンプルホルダ１４６ｂ、１４６ｅのそれぞれの出力ライ
ンＯＬ１、ＯＬ２を選択的に３ｎ＋１番目のデータラインＤＬ３ｎ＋１に接続させる。そ
して、第３ＭＵＸ１４８ｃはタイミング制御部１２７から供給されるプリチャージング信
号ＰＳにつれて第３及び第６サンプルホルダ１４６ｃ、１４６ｆのそれぞれの出力ライン
ＯＬ１、ＯＬ２を選択的に３ｎ＋２番目のデータラインＤＬ３ｎ＋２に接続させる。
【０１０５】
　このような、本発明の第１実施例に係るＥＬ表示装置とその駆動方法は図５と図１１を
結びつけて説明すると、次のようである。ここで、多数の画素１２８の中の一つの画素１
２８の駆動を一例として説明する。
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【０１０６】
　図５に図示されたところのようにＴ１期間の以前の期間では第４サンプルホルダ１４６
ｄのストレージキャパシターＣｓｔにデータドライバ１２４からのデータ信号が貯蔵され
ていることと仮定する。
【０１０７】
　Ｔ１期間ではＮ番目のスキャンラインＳＬＮにオン状態のスキャンパルスＳＰが供給さ
れるＴ１期間ではスキャンパルスＳＰの幅の対比１／４程度の幅を有するプリチャージン
グイネーブル信号ＥＮが供給されると共にロー状態のプリチャージング選択信号ＰＳが供
給されて、オン状態第１乃至第３選択信号Ｓ１、Ｓ２、Ｓ３が順次、供給されると共にオ
フ状態の第４乃至第６選択信号Ｓ４、Ｓ５、Ｓ６が順次、供給される。
【０１０８】
　これによって、第１ＭＵＸ１４８ａは図１１に図示されたところのようにプリチャージ
ング選択信号ＰＳに応答して第１データラインＤＬ１を第４サンプルホルダ１４６ｄの出
力ラインＯＬ２に接続させる。第１ＭＵＸ１４８ａによって第１データラインＤＬ１に接
続された第４サンプルホルダ１４６ｄの第１及び第２選択スイッチＳ１、Ｓ２はオフ状態
の第４選択信号Ｓ４によって、オフの状態になる。これと同時にオン状態のプリチャージ
ングイネーブル信号ＥＮによって第４サンプルホルダ１４６ｄの第３選択スイッチＳ３と
プリチャージング供給部１５０の電流切換スイッチＱ２がターンオンになる。
【０１０９】
　このように、第４サンプルホルダ１４６ｄのサンプリングキャパシターＣｓａｍに貯蔵
されたデータ信号によって第１乃至第３サンプリングトランジスタＭ１、Ｍ２、Ｍ３がオ
ン状態が維持された状態で第１ＭＵＸ１４８ａによって第４サンプルホルダ１４６ｄの出
力ラインＯＬ２が第１データラインＤＬ１に接続されることで第１データラインＤＬ１の
電位が基底電圧源ＧＮＤに接続される。この際、Ｎ番目のスキャンラインＳＬＮにオン状
態のスキャンパルスＳＰが印加されると、発光セル駆動回路１３０の第１及び第２スイッ
チングトランジスタＳＷ１、ＳＷ２がターンオンされる。第１及び第２スイッチングトラ
ンジスタＳＷ１、ＳＷ２がターンオンされることにつれて駆動トランジスタＤＴ及び変換
トランジスタＭＴがターンオンされる。これによって、駆動トランジスタＤＴは供給電圧
源ＶＤＤからの電流を発光セルＯＥＬに供給して発光セルＯＥＬを発光させるようになる
。これと同時に、第１データラインＤＬ１にはプリチャージング供給部１５０から電流供
給トランジスタＱ１及び電流切換スイッチＱ２を経由して高い電流が供給される。この際
、駆動トランジスタＤＴに流れる電流を１であると仮定すると、プリチャージング供給部
１５０から第１データラインＤＬ１に流れる電流Ｉｐｒｅは２１になる。即ち、第４サン
プルホルダ１４６ｄの第２及び第３サンプリングトランジスタＭ２、Ｍ３はサンプリング
キャパシターＣｓａｍに貯蔵されたデータ電圧によってターンオンされて第１ＭＵＸ１４
８ａを経由して第１データラインＤＬ１の上の電流Ｉｐｒｅを基底電圧源ＧＮＤにシンク
させることで第１データラインＤＬ１の上の電流は第２及び第３サンプリングトランジス
タＭ２、Ｍ３の間の大きさの比率によって２１になる。このように、Ｎ番目のスキャンラ
インＳＬＮにオン状態のスキャンパルスＳＰが供給されるＴ１期間でプリチャージングイ
ネーブル信号ＥＮが供給される期間ではプリチャージング供給部１５０及び第４サンプル
ホルダ１４６ｄを利用して画素１２８の第１データラインＤＬ１及び発光セルＯＥＬに供
給される駆動電流の大きさを一時的に大きく高めるようになる。従って、本発明の第１実
施例に係るＥＬ表示装置とその駆動方法は画素１２８の駆動電流を一時的に大きく高める
ことで低い駆動電流による画素１２８のストレージキャパシターＣｓｔ及びデータライン
ＤＬの充放電問題を解決することができる。一方、上述したところのようにＮ番目のスキ
ャンラインＳＬＮにオン状態のスキャンパルスＳＰが印加されるＴ１期間でプリチャージ
ングイネーブル信号ＥＮが供給される期間の以後にはオフ状態のプリチャージングイネー
ブル信号ＥＮによって、ストレージキャパシターＣｓｔに貯蔵されたデータ信号に対応さ
れる電流を供給電圧源ＶＤＤから発光セルＯＥＬに供給するようになる。
【０１１０】
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　一方、第４サンプルホルダ１４６ｄを利用して画素１２８に駆動電流を供給する間に第
１サンプルホルダ１４６ａはデータドライバ１２４からのデータ信号をサンプリングして
貯蔵するようになる。具体的に、第１サンプルホルダ１４６ａの第１及び第２選択スイッ
チＳ１、Ｓ２は第１選択信号Ｓ１によってオン状態になると共に第３選択スイッチＳ３は
プリチャージングイネーブル信号ＥＮによってオン状態になる。これにつれて、第１サン
プルホルダ１４６ａは第１乃至第３選択スイッチＳ１、Ｓ２、Ｓ３のターンオンによって
データドライバ１２４から供給されるアナログデータ信号をサンプリングキャパシターＣ
ｓａｍに貯蔵するようになる。この際、第１サンプルホルダ１４６ａの出力ラインＯＬ１
は第１ＭＵＸ１４８ａによって第１データラインＤＬ１に接続されない状態になる。
【０１１１】
　Ｔ２期間ではＮ＋１番目のスキャンラインＳＬｎ＋１にオン状態のスキャンパルスＳＰ
が印加されるＴ２期間ではスキャンパルスＳＰの幅の対比１／４程度の幅を有するプリチ
ャージングイネーブル信号ＥＮが供給されると共にハイ状態のプリチャージング選択信号
ＰＳが供給されて、オン状態の第４乃至第６選択信号Ｓ４、Ｓ５、Ｓ６が順次に供給され
ると共にオフ状態の第１乃至第３選択信号Ｓ１、Ｓ２、Ｓ３が順次に供給される。
【０１１２】
　これによって、第１ＭＵＸ１４８ａは図１２に図示されたようにプリチャージング選択
信号ＰＳに応答して第１データラインＤＬ１を第１サンプルホルダ１４６ａの出力ライン
ＯＬ１に接続させるようになる。第１ＭＵＸ１４８ａによって第１データラインＤＬ１に
接続された第１サンプルホルダ１４６ａの第１及び第２選択スイッチＳ１、Ｓ２はオフ状
態の第４選択信号Ｓ４によって、オフの状態になる。これと同時にオン状態のプリチャー
ジングイネーブル信号ＥＮによって第１サンプルホルダ１４６ａの第１選択スイッチＳ１
とプリチャージング供給部１５０の電流切換スイッチＱ２がターンオンになる。
【０１１３】
　このように、第１サンプルホルダ１４６ａのサンプリングキャパシターＣｓａｍに貯蔵
されたデータ信号によって第１乃至第３サンプリングトランジスタＭ１、Ｍ２、Ｍ３がオ
ン状態が維持された状態で第１ＭＵＸ１４８ａによって第サンプルホルダ１４６ａの出力
ラインＯＬ１が第１データラインＤＬ１に接続されることで第１データラインＤＬ１の電
位が基底電圧源ＧＮＤに接続される。この際、Ｎ＋１番目のスキャンラインＳＬｎ＋１に
オン状態のスキャンパルスＳＰが供給されると、発光セル駆動回路１３０の第１及び第２
スイッチングトランジスタＳＷ１、ＳＷ２がターンオンされる。第１及び第２スイッチン
グトランジスタＳＷ１、ＳＷ２がターンオンされることにつれて駆動トランジスタＤＴ及
び変換トランジスタＭＴがターンオンされる。これによって、駆動トランジスタＤＴは供
給電圧源ＶＤＤからの電流を発光セルＯＥＬに供給して発光セルＯＥＬを発光させるよう
になる。これと同時に、第１データラインＤＬ１にはプリチャージング供給部１５０から
電流供給トランジスタＱ１及び電流切換スイッチＱ２を経由して高い電流が印加される。
この際、駆動トランジスタＤＴに流れる電流を１であると仮定すると、プリチャージング
供給部１５０から第１データラインＤＬ１に流れる電流Ｉｐｒｅは２１になる。即ち、第
１サンプルホルダ１４６ａの第２及び第３サンプリングトランジスタＭ２、Ｍ３はサンプ
リングキャパシターＣｓａｍに貯蔵されたデータ電圧によってターンオンされて第１ＭＵ
Ｘ１４８ａを経由して第１データラインＤＬ１の上の電流Ｉｐｒｅを基底電圧源ＧＮＤに
シンクさせることで第１データラインＤＬ１の上の電流は第２及び第３サンプリングトラ
ンジスタＭ２、Ｍ３の大きさの比率に従って２１になる。このように、Ｎ＋１番目のスキ
ャンラインＳＬｎ＋１にオン状態のスキャンパルスＳＰが供給されるＴ２期間でプリチャ
ージングイネーブル信号ＥＮが印加される期間ではプリチャージング供給部１５０及び第
４サンプルホルダ１４６ｄを利用して画素１２８の第１データラインＤＬ１及び発光セル
ＯＥＬに供給される駆動電流の大きさを一時的に大きく高めるようになる。従って、本発
明の第１実施例に係るＥＬ表示装置とその駆動方法は画素１２８の駆動電流を一時的に大
きく高めることで低い駆動電流による画素１２８のストレージキャパシターＣｓｔ及びデ
ータラインＤＬの充放電問題を解決することができる。一方、上述したところのようにＮ
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＋１番目のスキャンラインＳＬｎ＋１にオン状態のスキャンパルスＳＰが印加されるＴ２
期間でプリチャージングイネーブル信号ＥＮが印加される時間間隔以後にはオフ状態のプ
リチャージングイネーブル信号ＥＮによって、ストレージキャパシターＣｓｔに貯蔵され
たデータ信号に対応される電流を供給電圧源ＶＤＤから発光セルＯＥＬに印加するように
なる。
【０１１４】
　一方、第１サンプルホルダ１４６ａを利用して画素１２８に駆動電流を印加する間に第
４サンプルホルダ１４６ｄはデータドライバ１２４からのデータ信号をサンプリングして
貯蔵する。具体的に、第４サンプルホルダ１４６ｄの第１及び第２選択スイッチＳ１、Ｓ
２は第４選択信号Ｓ４によってオン状態になると共に第３選択スイッチＳ３はプリチャー
ジングイネーブル信号ＥＮによってオン状態になる。このように、第４サンプルホルダ１
４６ｄは第１乃至第３選択スイッチＳ１、Ｓ２、Ｓ３のターンオンによってデータドライ
バ１２４から供給されるアナログデータ信号をサンプリングキャパシターＣｓａｍに貯蔵
するようになる。この際、第４サンプルホルダ１４６ｄの出力ラインＯＬ２は第１ＭＵＸ
１４８ａによって第１データラインＤＬ１に接続されない状態になる。
【０１１５】
　実際には、本発明の第１実施例に係るＥＬ表示装置とその駆動方法は上述したＴ１及び
Ｔ２期間を繰り返すことで画素１２８を駆動させる。
【０１１６】
　一方、本発明の第１実施例に係るＥＬ表示装置でプリチャージング供給部１５０を使用
せずに電流を増幅する電流増幅回路を内蔵された電流サンプルホルダ部１４０だけを使用
することができる。また、本発明の第１実施例に係るＥＬ表示装置とその駆動方法はスイ
ッチ素子のタイプ（ＮタイプまたはＰタイプ）を変換することで電流駆動型ＥＬ表示装置
、即ち電流シンク型または電流ソース方ＥＬ表示装置に適用されることができる。
【０１１７】
　図１３は本発明の第２実施例に係るＥＬ表示装置の構成を図示したブロック図である。
【０１１８】
　図１３を参照すると、本発明の第２実施例に係るＥＬ表示装置はＥＬパネル２１０と、
プリチャージ部２５０、電流増幅部２６０、データドライバ２２０、スキャンドライバ２
３０、制御部２４０とを含む駆動回路部２８０で構成される。
【０１１９】
　ＥＬパネル２１０にはデータライン２２５とスキャンライン２３５の交点上の複数の画
素Ｐがマトリックス型で配列されていて、図示しなかったが、各画素Ｐには二つのスイッ
チング薄膜トランジスタ、二つの駆動薄膜トランジスタ、そしてこれらに結合された発光
セルが備わっている。
【０１２０】
　プリチャージ部２５０と電流増幅部２６０はそれぞれ第１連結線２５２と第２連結線２
６２を通してＥＬパネル２１０に連結されて、第１連結線２５２と第２連結線２６２はそ
れぞれＥＬパネル２１０のデータライン２２５とスキャンライン２３５に連結される。
【０１２１】
　データドライバ２２０は第３連結線２２２を通してプリチャージ部２５０に連結される
一方、スキャンドライバ２３０は第４連結線２３２を介してＥＬパネル２１０に連結され
る。
【０１２２】
　制御部２４０は第５連結線２４２を介してデータドライバ２２０に連結されて、データ
ドライバ２２０は第６連結線２２４を通してスキャンドライバ２３０に連結される。
【０１２３】
　前記ＥＬ表示装置の駆動を説明すると、制御部２４０でディスプレーに必要な各種の信
号を生成してデータドライバ２２０に伝達すると、データドライバ２２０は伝達される信
号の中の一部は第３連結線２２２を介してプリチャージ部２５０に伝達して、また異なる
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一部は第６連結線２２４を介してスキャンドライバ２３０に伝達する。
【０１２４】
　スキャンドライバ２３０は伝達される信号を利用して第２連結線２３２に順次に信号を
伝達するが、第２連結線２３２のそれぞれはＥＬパネル２１０のスイッチング薄膜トラン
ジスタ（図示しない）のゲート電極に連結されていて、第２連結線２３２に信号が伝達さ
れると、スイッチング薄膜トランジスタ（図示しない）がオンされる。この際、データド
ライバ２２０が表示しようとするデータ信号をスイッチング薄膜トランジスタ（図示しな
い）のソース電極に印加して発光セル（図示しない）を駆動するようになる。
【０１２５】
　従来と異なり、本発明の第２実施例に係るＥＬ表示装置ではデータ信号がスイッチング
薄膜トランジスタ（図示しない）に入力され始める時刻の前のプリチャージング期間の間
、プリチャージ部２５０と電流増幅部２６０が駆動回路部２８０から出力される所定の信
号の電流値を増幅してＥＬパネル２１０のデータライン２２５に入力することで、データ
ライン２２５が所望の電圧近くの値を有するようにする。
【０１２６】
　データライン２２５がデータ信号がデータライン２２５に入力される以前にすでに所望
の電圧近くの値を有しているので、プリチャージング期間以後にデータドライバ２２０で
出力されるデータ信号がデータライン２２５を介して駆動薄膜トランジスタ（図示しない
）に伝達される時間を短縮させることができる。
【０１２７】
　一方、前記プリチャージ部は使用せずに、電流増幅部だけを使用した場合にも、データ
信号が入力される前にデータラインに増幅された電流を流してデータラインが所望の電圧
近くの値を有するようにしてデータ信号が駆動薄膜トランジスタに伝達される時間を短縮
させることができる。
【０１２８】
　図１４は本発明の第３実施例に係るＥＬ表示装置の駆動信号を示すタイミング図である
。
【０１２９】
　図１４に示されるように、ＥＬパネル（図１３の２１０）のＮ番目のスキャンラインと
Ｎ＋１番目のスキャンラインにはＮスキャンクロックＧＣＬＫＮとＮ＋１スキャンクロッ
クＧＣＬＫＮ＋１によってゲート信号が順次に入力され、そのようにＮ番目のスキャンラ
インに連結されたスイッチング薄膜トランジスタとＮ＋１番目のスキャンラインに連結さ
れたスイッチング薄膜トランジスタが順次にオンされる。
【０１３０】
　まず、Ｎ番目のスキャンラインが選択された場合、データクロックＤＣＬＫに応じて第
１期間Ｔ１の間、データ信号ＶＩＤＥＯがデータライン（図１３の２２５）を介してスイ
ッチング薄膜トランジスタに入力される。
【０１３１】
　本発明の第３実施例では前期第１期間Ｔ１前の一定の期間をプリチャージング期間Ｔ２
に設定するが、この際、プリチャージング信号ＥＮＡ_ＰＲＥに応じてプリチャージ部（
図１３の２５０）と電流増幅部２６０が動作して増幅された電流をデータライン（図１３
の２２５）に入力する。
【０１３２】
　従って、データ信号ＶＩＤＥＯが入力される第１期間Ｔ１前のプリチャージング期間Ｔ
２の間に、データライン（図１３の２２５）はすでに高電流で所望の電圧の近い値を有し
ているようになり、データ信号ＶＩＤＥＯが入力される第１期間Ｔ１の初期にデータ信号
ＶＩＤＥＯが駆動薄膜トランジスタを望むほどオン／オフするのにかかる時間を従来より
短縮させることができ、所望の画面を適正な時間に表示することができる。
【０１３３】
　図１５、１６、１７はそれぞれの本発明の第４実施例に係るＥＬ表示装置でひとつのデ
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ータラインに連結されるＥＬパネルの画素、プリチャージ部、電流増幅部の回路図であり
、図１８は図１７に図示された電流増幅器の詳細な回路図である。
【０１３４】
　図１５に図示されたところのようにデータライン２２５とスキャンライン２３５によっ
て定義される画素Ｐには第１および第２スイッチング薄膜トランジスタＴＳ１、ＴＳ２、
第１および第２駆動薄膜トランジスタＴＤ１、ＴＤ２、ストレージキャパシターＣｓｔと
発光セルＯＥＬが配置される。
【０１３５】
　これを詳細に、第１および第２スイッチング薄膜トランジスタＴＳ１、ＴＳ２はデータ
ライン２２５に直列に連結されて、第１および第２スイッチング薄膜トランジスタＴＳ１
、ＴＳ２のゲート電極はそれぞれスキャンライン２３５に連結される。第１および第２駆
動薄膜トランジスタＴＤ１、ＴＤ２のゲート電極はストレージキャパシターＣｓｔの一方
の電極に連結され、ストレージキャパシターＣｓｔのまた異なる電極は電力線２４５から
の電流供給を制御することにより画像を具現する。
【０１３６】
　前記第１および第２スイッチング薄膜トランジスタＴＳ１、ＴＳ２と第１および第２駆
動薄膜トランジスタＴＤ１、ＴＤ２はすべてＰタイプのトランジスタを使用する。
【０１３７】
　前記各素子の動作を見てみると、前記スキャンライン２３５が選択されて１および第２
スイッチング薄膜トランジスタＴＳ１、ＴＳ２がオンされると、データライン２２５にデ
ータ信号が入力されて第１および第２駆動薄膜トランジスタＴＤ１、ＴＤ２のゲート電極
とストレージキャパシターＣｓｔの一方の電極に充電される。第２駆動薄膜トランジスタ
ＴＤ２は充電されたデータ信号につれてオン電流の量が異なるために電力線２４５から供
給される電流の量を制御することができる。
【０１３８】
　データライン２２５の第１段２２５ａには図１６のプリチャージ部が連結されていて、
データライン２２５の第２段２２５ｂには図１７に図示された電流増幅器が連結されてい
る。
【０１３９】
　図１６に図示されたプリチャージ部は高電圧源ＶＤＤに直列に連結されたＰタイプの第
１および第２プリチャージングトランジスタＴＰ１、ＴＰ２を含む。第２プリチャージン
グトランジスタＴＰ２のゲート電極にはプリチャージング信号ＥＮＡ_ＰＲＥが入力され
てプリチャージング期間（図１４のｔ２）の間、データライン（図１５の２２５）にプリ
チャージング電流Ｉｐｒｅを供給する。ここで、第１および第２プリチャージングトラン
ジスタＴＰ１、ＴＰ２は駆動回路部の集積回路で出力される電流より数乃至数十倍大きい
高電流が流れることができる程度に大きいＷ／Ｌ比を有するように製作することができる
。
【０１４０】
　図１７の電流増幅部は電流増幅器２６５、第１および第２スイッチＳ１、Ｓ２、電流源
２８５を含む。
【０１４１】
　第１スイッチＳ１はプリチャージング信号ＥＮＡ_ＰＲＥにつれて開閉されて、第２ス
イッチＳ２はプリチャージング信号ＥＮＡ_ＰＲＥと反対の極性を有する反プリチャージ
ング信号ＥＮＡ_ＰＲＥ_ＢＡＲに応じて開閉される。従って、増幅電流Ｉｃａはプリチャ
ージング期間（図１４のｔ２）では電流増幅器２６５を通過して流れ、データ信号（図１
４のＶＩＤＥＯ）が入力される第１期間（図１４のｔ１）では電流増幅器２６５を通過せ
ずに流れる。
【０１４２】
　電流増幅器２６５は入力電流Ｉｉｎを増幅して出力電流Ｉｏｕｔを流して外部の高電圧
源ＶＤＤと連結されている。
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【０１４３】
　電流源２８５は駆動回路部（図１３の２８０）の集積回路ＩＣとして電流増幅部に電流
を供給する役割をする。
【０１４４】
　このような電流増幅部を流れる増幅電流Ｉｃａはプリチャージング信号ＥＮＡ_ＰＲＥ
がオンされる場合、駆動回路部の集積回路で出力される電流より数乃至数十倍大きい高電
流が流れる。この際、画素の第１スイッチング薄膜トランジスタ（図１５のＴＳ１）を流
れる画素電流Ｉｐｉｘおよびプリチャージング電流ＩｐｒｅはＩｐｒｅ＋Ｉｐｉｘ＝Ｉｃ
ａまたはＩｐｒｅ＝Ｉｃａの関係を有する。
【０１４５】
　図１８は図１７の電流増幅器の一例を図示した回路図である。図１８に図示されたよう
に、電流増幅器２６５は第１乃至第４増幅トランジスタＴＣＡ１、ＴＣＡ２、ＴＣＡ３、
ＴＣＡ４となすことができる。ここで、第１及び第２増幅トランジスタＴＣＡ１、ＴＣＡ
２はＰタイプであり、第３及び第４増幅トランジスタＴＣＡ３、ＴＣＡ４はＮタイプであ
る。
【０１４６】
　第１及び第２増幅トランジスタＴＣＡ１、ＴＣＡ２は相互ゲート電極が連結されたまま
で高電圧源ＶＤＤに並列に連結されている。第３増幅トランジスタＴＣＡ３は第２増幅ト
ランジスタＴＣＡ２に直列に連結されていて、第３及び第４増幅トランジスタＴＣＡ３、
ＴＣＡ４のゲート電極は相互連結されている。
【０１４７】
　電流増幅器２６５は入力電流Ｉｉｎを増幅して出力電流Ｉｏｕｔを送り出して、第２増
幅トランジスタＴＣＡ２を流れる電流Ｉ１が入力電流Ｉｉｎを増幅して出力電流Ｉｏｕｔ
とＩｉｎ≦Ｉ１≦Ｉｏｕｔの関係を有するように第１乃至第４増幅トランジスタＴＣＡ１
、ＴＣＡ２、ＴＣＡ３、ＴＣＡ４のＷ／Ｌ比を設定する。
【０１４８】
　以上のように、本発明の第４実施例に係るＥＬ表示装置ではプリチャージ部と電流増幅
部を利用してデータ信号が入力される前に一定期間（プリチャージング期間；ｔ２）の間
、データラインに駆動回路部の集積回路で出力される電流より数乃至数十倍大きい高電流
を流させてデータラインの電位を所望の電圧に近い値に作る。従って、以後データ信号が
充電される時間を短縮させることができる。
【０１４９】
　一方、前記プリチャージ部は使用せずに電流増幅部だけを使用した場合にも、データ信
号が入力される前にデータラインに増幅された電流を流してデータラインの所望の電圧の
近くの値を有するようにしてデータ信号が駆動薄膜トランジスタに伝達される時間を短縮
させることができる。
【０１５０】
　図１９は本発明の第５実施例に係るＥＬ表示装置で一つのデータラインに連結される電
流増幅部の回路図であり、図２０は図１９の電流増幅器の詳細な回路図である。
【０１５１】
　本発明の第５実施例に係るＥＬ表示装置で一つのデータラインに連結されるＥＬパネル
の画素とプリチャージ部は図１５及び図１６に図示された本発明の第４実施例に係るＥＬ
表示装置で一つのデータラインに連結されるＥＬパネルの画素とプリチャージ部を適用す
ることができる。
【０１５２】
　図１９の電流増幅部は電流増幅器３６５と電流源３８５を含む。
【０１５３】
　電流増幅器３６５はプリチャージング信号ＥＮＡ_ＰＲＥにつれて入力電流Ｉｉｎを増
幅して出力電流Ｉｏｕｔを送り出して外部の高電圧源ＶＤＤと連結されている。
【０１５４】
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　電流源３８５は駆動回路部（図１３の２８０）の集積回路ＩＣとして電流増幅部に電流
を供給する役割をする。
【０１５５】
　このような電流増幅部を流れる増幅電流Ｉｃａはプリチャージング信号ＥＮＡ_ＰＲＥ
がオンされる場合、駆動回路部の集積回路で出力される電流より数乃至数十倍大きい高電
流になる。この際、画素の第１スイッチング薄膜トランジスタ（図１５のＴＳ１）を流れ
る画素電流Ｉｐｉｘ及びプリチャージング電流ＩｐｒｅはＩｐｒｅ＋Ｉｐｉｘ＝Ｉｃａま
たはＩｐｒｅ＝Ｉｃａの関係を有する。
【０１５６】
　図２０は図１９の電流増幅器の一例を図示した回路図である。
【０１５７】
　図２０に図示されたように、電流増幅器は電流増幅器２６５は第１乃至第５増幅トラン
ジスタＴＣＡ１、ＴＣＡ２、ＴＣＡ３、ＴＣＡ４、ＴＣＡ５となすことができる。ここで
、第１及び第２増幅トランジスタＴＣＡ１、ＴＣＡ２はＰタイプであり、第３乃至第５増
幅トランジスタＴＣＡ３、ＴＣＡ４、ＴＣＡ５はＮタイプである。
【０１５８】
　第１及び第２増幅トランジスタＴＣＡ１、ＴＣＡ２は相互ゲート電極が連結されたまま
で高電圧源ＶＤＤに並列に連結されている。第３増幅トランジスタＴＣＡ３は第２増幅ト
ランジスタＴＣＡ２に直列に連結されていて、第３乃至第５増幅トランジスタＴＣＡ３、
ＴＣＡ４、ＴＣＡ５のゲート電極は相互連結されている。
【０１５９】
　第４及び第５増幅トランジスタＴＣＡ４、ＴＣＡ５の間には第１スイッチＳ１が配置さ
れるプリチャージング信号ＥＮＡ_ＰＲＥに応じて開閉される。
【０１６０】
　電流増幅器が入力電流Ｉｉｎを増幅して出力電流Ｉｏｕｔを送り出すので、第２増幅ト
ランジスタＴＣＡ２を流れる電流Ｉ１が、第４増幅トランジスタＴＣＡ４を流れる電流Ｉ
２、出力電流Ｉｏｕｔ、第１スイッチング薄膜トランジスタ（図１５のＴＳ１）を流れる
画素電流Ｉｐｉｘ、プリチャージ部のプリチャージング電流ＩｐｒｅがＩｉｎ≦Ｉ１≦Ｉ
２＝Ｉｐｒｅ、Ｉｏｕｔ＝Ｉｐｉｘの関係を有するように第１乃至第５増幅トランジスタ
ＴＣＡ１、ＴＣＡ２、ＴＣＡ３、ＴＣＡ４、ＴＣＡ５のＷ／Ｌ比を設定することが可能で
ある。
【０１６１】
　以上のように、本発明の第５実施例に係るＥＬ表示装置ではプリチャージ部と電流増幅
部を利用してデータ信号が入力される前に一定期間（プリチャージング期間；ｔ２）の間
、データラインに駆動回路部の集積回路で出力される電流より数乃至数十倍大きい高電流
を流させてデータラインの電位を所望の電圧に近い値に作る。従って、以後データ信号が
充電される時間を短縮させることができる。
【０１６２】
　一方、前記プリチャージ部は使用せずに電流増幅部だけを使用した場合にも、データ信
号が入力される前にデータラインに増幅された電流を流してデータラインの所望の電圧の
近くの値を有するようにしてデータ信号が駆動薄膜トランジスタに伝達される時間を短縮
させることができる。
【０１６３】
　図２１、２２、２３はそれぞれ本発明の第６実施例に係るＥＬ表示装置の一つのデータ
ラインに連結されるＥＬパネルの画素、プリチャージ部、電流増幅部の回路図である。
【０１６４】
　図２１に図示されたところのように、データライン４２５とスキャンライン４３５によ
って定義される画素Ｐには第１及び２スイッチング薄膜トランジスタＴＳ１、ＴＳ２、第
１及び第２駆動薄膜トランジスタＴＤ１、ＴＤ２、ストレージキャパシターＣｓｔと発光
セルＯＥＬが配置される。ここで、第１及び２スイッチング薄膜トランジスタＴＳ１、Ｔ
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Ｓ２はＰタイプであり、第１及び第２駆動薄膜トランジスタＴＤ１、ＴＤ２、ストレージ
キャパシターＣｓｔはＮタイプである。
【０１６５】
　もっと詳細に、第１及び２スイッチング薄膜トランジスタＴＳ１、ＴＳ２はデータライ
ン４２５に直列に連結されて、第１及び２スイッチング薄膜トランジスタＴＳ１、ＴＳ２
のゲート電極はそれぞれスキャンライン４３５に連結される。第１及び第２駆動薄膜トラ
ンジスタＴＤ１、ＴＤ２のゲート電極はストレージキャパシターＣｓｔの一方の電極に連
結されて、ストレージキャパシターＣｓｔのまた異なる電極は電力線４４５と連結される
。第２駆動薄膜トランジスタＴＤ２は発光セルＯＥＬに連結されて電力線４４５からの電
流の供給を制御することで画像を具現する。
【０１６６】
　前記各素子の動作を見てみると、前記スキャンライン４３５が選択されて第１及び第２
スイッチング薄膜トランジスタＴＳ１、ＴＳ２がオンされると、データライン４２５にデ
ータ信号が入力されて第１及び第２駆動薄膜トランジスタＴＤ１、ＴＤ２のゲート電極と
ストレージキャパシターＣｓｔの一方の電極に充電される。第２駆動薄膜トランジスタＴ
Ｄ２は充電されたデータ信号につれてオン電流の量が異なってくるために電力線４４５か
ら供給される電流の量を制御することができる。
【０１６７】
　データライン４２５の第１段４２５aには図２２のプリチャージ部が連結されていて、
データライン４２５の第２段４２５ｂには図２３の電流増幅部が連結されている。
【０１６８】
　図２３のプリチャージ部は低電圧源ＶＳＳに直列連結された第１及び第２プリチャージ
ングトランジスタＴＰ１、ＴＰ２を含む。ここで、第１プリチャージングトランジスタＴ
Ｐ１はＮタイプである反面、第２プリチャージングトランジスタＴＰ２はＰタイプである
。
【０１６９】
　第２プリチャージングトランジスタＴＰ２のゲート電極にはプリチャージング信号ＥＮ
Ａ_ＰＲＥが入力されてプリチャージング期間（図１４のｔ２）の間、データライン（図
２１の４２５）にプリチャージング電流Ｉｐｒｅを供給する。ここで、第１及び第２プリ
チャージングトランジスタＴＰ１、ＴＰ２は駆動回路部の集積回路で出力される電流より
数乃至数十倍大きい高電流が流れることができる程度に大きいＷ／Ｌ比を有することがで
きる。
【０１７０】
　図２３の電流増幅部は電流増幅器４６５、第１及び第２スイッチＳ１、Ｓ２、電流源４
８５を含む。
【０１７１】
　第１スイッチＳ１はプリチャージング信号ＥＮＡ_ＰＲＥにつれて開閉されて、第２ス
イッチＳ２はプリチャージング信号ＥＮＡ_ＰＲＥと反対の極性を有する反プリチャージ
ング信号ＥＮＡ_ＰＲＥ_ＢＡＲに応答して開閉される。従って、増幅電流Ｉｃａはプリチ
ャージング期間（図１４のｔ２）では電流増幅器４６５を通過して流れ、データ信号（図
１４のＶＩＤＥＯ）が入力される第１期間（図１４のｔ１）では電流増幅器４６５を通過
しなくて流れる。
【０１７２】
　電流増幅器４６５は入力電流Ｉｉｎを増幅して出力電流Ｉｏｕｔを送り出す。
【０１７３】
　電流源４８５は駆動回路部（図１３の２８０）の集積回路ＩＣとして電流増幅部に電流
を供給する役割をする。
【０１７４】
　このような電流増幅部を流れる増幅電流Ｉｃａはその方向が第４実施例の場合と反対で
あり、プリチャージング信号ＥＮＡ_ＰＲＥがオンされる場合、駆動回路部の集積回路で
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出力される電流より数乃至数十倍大きい高電流が流れる。この際、画素の第１スイッチン
グ薄膜トランジスタ（図２１のＴＳ１）を流れる画素電流Ｉｐｉｘおよびプリチャージン
グ電流ＩｐｒｅはＩｐｒｅ＋Ｉｐｉｘ＝ＩｃａまたはＩｐｒｅ＝Ｉｃａの関係を有する。
【０１７５】
　以上のように、本発明の第６実施例に係るＥＬ表示装置ではプリチャージ部と電流増幅
部を利用してデータ信号が入力される前に一定期間（プリチャージング期間；ｔ２）の間
、データラインに駆動回路部の集積回路で出力される電流より数乃至数十倍大きい高電流
を流させてデータラインの電位を所望の電圧に近い値に作る。従って、以後データ信号が
充電される時間を短縮させることができる。
【０１７６】
　一方、前記プリチャージ部は使用しなくて電流増幅部だけを使用した場合にも、データ
信号が入力される前にデータラインに増幅された電流を流してデータラインの所望の電圧
に近い値を有するようにしてデータ信号が駆動薄膜トランジスタに伝達される時間を短縮
させることができる。
【０１７７】
　図２４は本発明の第７実施例に係るＥＬ表示装置の一つのデータラインに連結される電
流増幅部の回路図であり、図２５は図２４の電流増幅器の詳細な回路図である。
【０１７８】
　本発明の第７実施例に係るＥＬ表示装置で一つのデータラインに連結されるＥＬパネル
の画素とプリチャージ部は図２１及び図２２に図示された本発明の第６実施例に係るＥＬ
表示装置で一つのデータラインに連結されるＥＬパネルの画素とプリチャージ部を適用す
ることができる。
【０１７９】
　図２４の電流増幅部は電流増幅器５６５と電流源５８５を含む。
【０１８０】
　電流増幅器５６５はプリチャージング信号ＥＮＡ_ＰＲＥにつれて入力電流Ｉｉｎを増
幅して出力電流Ｉｏｕｔを送り出す。
【０１８１】
　電流源５８５は駆動回路部（図１３の２８０）の集積回路ＩＣとして電流増幅部に電流
を供給する役割をする。
【０１８２】
　このような電流増幅部を流れる増幅電流Ｉｃａはプリチャージング信号ＥＮＡ_ＰＲＥ
がオンされる場合、駆動回路部の集積回路で出力される電流より数乃至数十倍大きい高電
流になる。この際、画素の第１スイッチング薄膜トランジスタ（図２１のＴＳ１）を流れ
る画素電流Ｉｐｉｘおよびプリチャージ部のプリチャージング電流ＩｐｒｅはＩｐｒｅ＋
Ｉｐｉｘ＝Ｉｃａの関係を有する。
【０１８３】
　図２５は図２４の電流増幅器の一例を図示した回路図である。
【０１８４】
　図２５に図示されたところのように電流増幅器は第１乃至第５増幅トランジスタＴＣＡ
１、ＴＣＡ２、ＴＣＡ３、ＴＣＡ４、ＴＣＡ５となすことができる。ここで、第１及び第
２増幅トランジスタＴＣＡ１、ＴＣＡ２はＮタイプであり、第３乃至第５増幅トランジス
タＴＣＡ３、ＴＣＡ４、ＴＣＡ５はＰタイプである。
【０１８５】
　第１及び第２増幅トランジスタＴＣＡ１、ＴＣＡ２は相互ゲート電極が連結されたまま
で低電圧源ＶＳＳ２に並列に連結されている。第３増幅トランジスタＴＣＡ３は第２増幅
トランジスタＴＣＡ２に直列に連結されていて、第３乃至第５増幅トランジスタＴＣＡ３
、ＴＣＡ４、ＴＣＡ５のゲート電極は相互連結されている。
【０１８６】
　第４及び第５増幅トランジスタＴＣＡ４、ＴＣＡ５の間には第１スイッチＳ１が配置さ
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れるプリチャージング信号ＥＮＡ_ＰＲＥに応じて開閉される。
【０１８７】
　電流増幅器が入力電流Ｉｉｎを増幅して出力電流Ｉｏｕｔを送り出すので、入力電流Ｉ
ｉｎ、第２増幅トランジスタＴＣＡ２を流れる電流Ｉ１、第４増幅トランジスタＴＣＡ４
を流れる電流Ｉ２、出力電流Ｉｏｕｔ、第１スイッチング薄膜トランジスタ（図２１のＴ
Ｓ１）を流れる画素電流Ｉｐｉｘ、プリチャージ部のプリチャージング電流ＩｐｒｅがＩ
ｉｎ＋Ｉ１＋Ｉ２＝Ｉｐｒｅ、Ｉｏｕｔ＝Ｉｐｉｘの関係を有するように第１乃至第５増
幅トランジスタＴＣＡ１、ＴＣＡ２、ＴＣＡ３、ＴＣＡ４、ＴＣＡ５のＷ／Ｌ比を設定す
ることで電流増幅が可能である。
【０１８８】
　以上のように、本発明の第７実施例に係るＥＬ表示装置ではプリチャージ部と電流増幅
部を利用してデータ信号が入力される前に一定期間（プリチャージング期間；ｔ２）の間
、データラインに駆動回路部の集積回路で出力される電流より数乃至数十倍大きい高電流
を流させてデータラインの電位を所望の電圧に近い値に作る。従って、以後データ信号が
充電される時間を短縮させることができる。
【０１８９】
　一方、前記プリチャージ部は使用せずに電流増幅部だけを使用した場合にも、データ信
号が入力される前にデータラインに増幅された電流を流してデータラインの所望の電圧に
近い値を有するようにしてデータ信号が駆動薄膜トランジスタに伝達される時間を短縮さ
せることができる。
【０１９０】
　前記本発明の第２乃至７実施例に係るＥＬ表示装置に置いて、プリチャージ部はＥＬパ
ネルとは独立的な外部回路で構成されることができて、或いはＥＬパネルの画素に形成さ
れるスイッチング薄膜トランジスタ及び駆動薄膜トランジスタのようにＥＬパネルに内蔵
されて構成されることもできる。
【産業上の利用可能性】
【０１９１】
　上述したように、本発明のＥＬ表示装置及びその駆動方法はＮ番目のスキャンラインに
スキャンパルスが供給される期間に画素に供給される駆動電流を一時的に大きくしてプリ
チャージすることで画素の駆動の時間を減少させることができる。このように本発明は画
素セルに供給される駆動電流を一時的に高くなるようにプリチャージすることで低い駆動
電流によって画素セルのストレージキャパシター及びデータラインの充放電の時間が遅延
されることを防止することができる。
【０１９２】
　また、本発明の実施例に係るエレクトロルミネセンスの表示装置及びその駆動方法はそ
の駆動方法は一つの画素に四つの薄膜トランジスタ、駆動電流源を大きくすることができ
るプリチャージ部及び電流増幅部とを具備することで、信号が画素の薄膜トランジスタに
充放電される時間を短縮することができて、電流駆動方式であるので薄膜トランジスタの
門段電圧の変化による均一性の問題が防止される。
【０１９３】
　以上説明した内容を通して当業者であると本発明の技術思想を逸脱しない範囲内で多様
な変更及び修正の可能なことがわかる。従って、本発明の技術的な範囲は明細書の詳細な
説明に記載された内容に限らず特許請求の範囲により定めなければならない。
【図面の簡単な説明】
【０１９４】
【図１】従来のエレクトロルミネセンスの表示装置を概略的に示すブロック図である。
【図２】図１に図示された画素を詳細に示す回路図である。
【図３】スキャンライン及びデータラインが駆動される過程を示す図面である。
【図４】本発明の実施例に係るエレクトロルミネセンスの表示装置を概略的に示すブロッ
ク図である。
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【図５】図４に図示されたタイミング制御部で発生される各種の駆動信号を示す波形図で
ある。
【図６】図４に図示された画素を示す回路図である。
【図７】図４に図示されたプリチャージング電流供給部を示す回路図である。
【図８】図４に図示されたデータドライバに接続された電流のサンプルホルダ部を示すブ
ロック図である。
【図９】図８に図示された電流のサンプルホルダ部を示すブロック図である。
【図１０】図９に図示されたサンプルホルダを示す回路図である。
【図１１】図５に図示されたＴ１期間に供給される駆動信号によるスイッチ素子の駆動状
態を示す図面である。
【図１２】図５に図示されたＴ２期間に供給される駆動信号によるスイッチ素子の駆動状
態を示す図面である。
【図１３】本発明の第２実施例に係るエレクトロルミネセンスの表示装置の構成を図示し
た構成図である。
【図１４】本発明の第２実施例に係るエレクトロルミネセンスの表示装置の構成を図示し
た構成図である。
【図１５】本発明の第３実施例に係るエレクトロルミネセンスの表示装置で一つのデータ
ラインに連結されるエレクトロルミネセンスパネルの画素の回路図である。
【図１６】本発明の第３実施例に係るエレクトロルミネセンスの表示装置で一つのデータ
ラインに連結されるプリチャージ部の回路図である。
【図１７】本発明の第４実施例に係るエレクトロルミネセンスの表示装置で一つのデータ
ラインに連結される電流増幅部の回路図である。
【図１８】図１７に図示された電流増幅器の詳細な回路図である。
【図１９】本発明の第５実施例に係るエレクトロルミネセンスの表示装置で一つのデータ
ラインに連結される電流増幅部の回路図である。
【図２０】図１９に図示された電流増幅器の詳細な回路図である。
【図２１】本発明の第６実施例に係るエレクトロルミネセンスの表示装置で一つのデータ
ラインに連結されるエレクトロルミネセンスパネルの画素の回路図である。
【図２２】本発明の第６実施例に係るエレクトロルミネセンスの表示装置で一つのデータ
ラインに連結されるプリチャージ部の回路図である。
【図２３】本発明の第６実施例に係るエレクトロルミネセンスの表示装置で一つのデータ
ラインに連結される電流増幅部の回路図である。
【図２４】本発明の第７実施例に係るエレクトロルミネセンスの表示装置で一つのデータ
ラインに連結される電流増幅部の回路図である。
【図２５】図２４に図示された電流増幅器の詳細な回路図である。
【符号の説明】
【０１９５】
　１０、１１０・・・供給パッド
　１２、１１２・・・基底パッド
　２０、１２０、２１０・・・ＥＬパネル
　２２、１２２、２３０・・・スキャンドライバ
　２４、１２４、２２０・・・データドライバ
　２６、１２６・・・ガンマ電圧生成部
　２７、１２７・・・タイミング制御部
　２８、１２８・・・画素
　３０、１３０・・・発光セルの駆動回路
　１４０・・・電流サンプルホルダ部
　１４２、１４４・・・サンプルホルダ部
　１４７・・・ＭＵＸアレイ
　１５０・・・プリチャージング電流供給部
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　２４０・・・制御部
　２５０・・・プリチャージ部
　２６０・・・電流増幅部
　２８０・・・駆動回路部

【図１】 【図２】
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【図１４】 【図１５】
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【図１６】 【図１７】

【図１８】 【図１９】
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